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高木惣吉カード資料一、二

　当資料の旧蔵者高木惣吉（1893―1979）は、海軍大学校を卒業後、海軍大臣秘書官・

海軍大学校教官などを経て、昭和12（1937）年10月、海軍省臨時調査課長に就任した。

海軍省臨時調査課とは、軍政上必要な資料の整理を目的として、大臣官房に設けられ

た部署である。後には海軍大臣の議会答弁をはじめとする各種文書の作成や、閣僚・

議員・関係機関との調整も同課の所掌となり、昭和14（1939）年４月には調査課とし

て常設化された。

　高木は以後、海軍省、海軍大学校、海軍軍令部間を異動しながら、情報将校として

の活動を深めていく。昭和15（1940）年、２度目の調査課長時代には、海軍省内に民

間の学者・言論人・実務家によるブレーントラスト（顧問団）を置き、戦時外交や戦

時経済の研究体制を整えた。昭和19（1944）年９月には、米内光政海相から戦争終結

方法の研究を命じられ、陸軍対策、連合軍の要求予測、世論動向などの調査を行った。

　今回紹介する資料は、高木が調査記録の整理保存用に作成したカードである。カー

ドの大きさはおよそ13㎝×10㎝、鉛筆で丹念に書き込まれており、一部は木製の箱に

納められている。海軍側からみた戦争、特に終戦工作の経緯を跡付ける、貴重な一次

資料である。

　昭和13～14年のカードの内容は、意見書草稿、暗号の解読文、軍事情報のレポート

などである。『自伝的日本海軍始末記』（高木惣吉、光人社、1971）によれば、海軍省

臨時調査課では、収集した情報をカード化して整理保管する方法をとっていたようで

ある。肩書つきの署名があることからも、これらが私的な心覚えではなく、公的な書

類として作成されたものであることが見て取れる。

　一方、昭和19～20年の日付があるカードには、高松宮、近衛文麿、米内光政、岡田

啓介ほか政府要人との会談記録や戦況の分析が記されている。このうち一部を翻刻し

た『高木海軍少将覚え書』（毎日新聞社、1979）あとがきによれば、これらは「官民

各界で和平促進の味方と思う人々を訪問し、自動車、汽車、会館、料亭などで手帳に

走り書きしたのを整理したもの」で、全くの私記であるという。同時期の手帳や日記

と重複する箇所もある一方、カードにしか見られない記述も多い。このほか、高木が

戦後の研究および執筆の際に作成したものと思われるカードも存在する。

　これらのカードは、昭和25（1950）年頃、GHQ戦史室により、戦史編纂資料として

選択的にマイクロフィルム化されている（Japanese Records during World War

　 1942―1945 米国国立公文書館所蔵。当館憲政資料室でも複製を所蔵：請求記号

JRW―1）。また、他の日記・手帳・メモ類とともに、『高木惣吉日記と情報』上、下

（伊藤隆ほか編、みすず書房、2000）に翻刻されている。

　当館では、平成７（1995）～10（1998）年にかけて、遺族からこのカードを含む「高

木惣吉関係文書」164点の寄贈を受け、憲政資料室で閲覧に供している。

（請求記号　高木惣吉関係文書44、45）
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いしだ　 あきこ

（石田　暁子）



新

年

の

ご

あ

い

さ

つ

生�
至

剛

『

国
立
国
会
図
書
館
月
報』

読
者
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
、
日
ご
ろ
の
衆
議
院
・
参
議
院
両
議
院
の
国
会
議
員
の
皆
様
の
ご
指
導
に
対
し
、

ま
た
、
内
外
の
図
書
館
界
を
は
じ
め
、
各
界
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
対
し
、
誌
面
を
借
り
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
は
納
本
制
度
等
に
よ
り
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
、
国
会
議
員
、
行
政
お
よ
び

司
法
の
各
部
門
そ
し
て
広
く
国
民
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
館
は
、
自
ら
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
と
役
割
を
果
た
す
た
め
、｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

に
お
い
て
、

『

立
法
補
佐
機
能
の
強
化』

、『

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築』

、『

情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向

上』

、『

協
力
事
業
の
推
進』

の
四
点
を
重
点
領
域
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
枠
組
み
の
な
か
で
当
館
が
進
め
て
い
る
い
く
つ
か
の
施
策
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、『

立
法
補
佐
機
能
の
強
化』

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
指
針
と
し
て

｢

立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン｣
お
よ
び

｢

議
員
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー｣

を
掲
げ
、
高
度
な
専
門
性
に

基
づ
い
た
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
、
資
料
・
情
報
の
迅
速
か
つ
的
確
な
提
供
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
本
年
は
、
国
会
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の
窓｣

を
改
修
し
、
調

査
報
告
書
の
電
子
的
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
コ
ン
テ
ン
ツ
の
拡
充
を
図
る
予

定
で
す
。

次
に
、『

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築』
で
す
が
、
情
報
通
信
技
術
の
発
達
と
高
度
情
報
化

社
会
の
進
展
に
よ
り
、
図
書
館
が
収
集
・
提
供
す
べ
き
媒
体
も
紙
か
ら
電
子
へ
と
急
速
に
拡
張
・
拡
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大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
館
は
引
き
続
き
所
蔵
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
選
択
的
収
集
や
、
他
機
関
が
生
成
・
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
情
報

へ
の
一
元
的
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
ポ
ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
電
子
情
報
を
長
期
に
保
存
し
、
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
重
要
な
課
題
で
す
。

三
点
目
に
、『

情
報
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上』

に
つ
い
て
は
、｢

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・

申
込
シ
ス
テ
ム

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ)｣

の
普
及
等
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
た
複
写

申
込
み
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供
す
る
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
も
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
当
館
は
従
来
よ
り
館
内
に
お
け
る
利
用

の
利
便
性
の
向
上
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
目
下
、
東
京
本
館
に
続
い
て
関
西
館
に
お
い
て
も
、

Ｃ
Ｄ
な
ど
の
電
子
資
料
に
加
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
整
備
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

最
後
に
、『

協
力
事
業
の
推
進』

に
つ
い
て
い
え
ば
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
児
童
書
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を
含
め
、
引
き
続
き
国
内
外
の
図
書
館
等
と
の
連
携
協
力
と
研
修
等

を
通
じ
た
図
書
館
人
に
対
す
る
支
援
に
注
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

以
上
、
当
館
の
取
組
み
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
各
界
各
層
の
利
用
者
の
皆
様
か
ら

は
当
館
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
国
の
厳
し
い

財
政
事
情
の
下
、
当
館
に
お
い
て
も
平
成
一
七
年
度
定
員
に
対
し
五
年
間
で
五
〇
名
の
定
員
削
減
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
に
も
増
し
て
、
業
務
の
効
率
化
に
向
け
た
努
力
と
創
意
工
夫
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

以
上
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
読
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

(
い
く
は
ら

よ
し
た
か

国
立
国
会
図
書
館
副
館
長)
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特特

集集

遠
隔
利
用
者
か
ら
見
た
国
立
国
会
図
書
館
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特集 遠隔利用者から見た国立国会図書館

国立国会図書館では､ サービスの利用動向､ 利用者の皆様のサービスへの

満足度や改善要望を把握することを目的に､ 平成15年度以降､ 毎年､ 利用者

アンケート調査を実施しています｡ アンケート調査で明らかになった課題に

ついては､ 評価制度 ｢活動評価｣ の枠組みの中で､ サービスや業務の改善に

反映させてきました｡

この特集では､ 特に遠隔利用サービス (来館せずに利用できるサービス)

の利用者を対象としたアンケート調査について取り上げます｡ 第一部では､

アンケート調査結果をどのように業務改善に活用してきたのかをご紹介しま

す｡ 第二部では､ 平成18年度に実施したアンケート調査結果の概要をご報告

します｡



特特

集集

遠
隔
利
用
者
か
ら
見
た
国
立
国
会
図
書
館

〈
第
一
部
〉
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く

業
務
改
善
の
取
組
み

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
幅
広
い
利
用
者
層
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
た
め
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
七
種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
以
降
は
、
来
館
利
用
者
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
、
遠
隔
利
用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
遠
隔
利
用
者
と
は
、
電
子
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
や
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
申

し
込
む
と
、
当
館
資
料
の
複
写
物
を
郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス)

な
ど
、
来
館
せ
ず
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
を
い
い
ま
す
。

過
去
の
遠
隔
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
、
平
成
一
五
年
度
に

図
書
館
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
と
、
平
成
一
六
年
度
に
国
立
国
会
図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

以
下
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ)

で
行
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
平
成
一
八
年
度
は
、
こ
の
二
種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

つ
い
て
、
二
回
目
と
な
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

一

利
用
者
の
満
足
度
・
改
善
要
望
度
分
析

近
年
、
公
的
機
関
で
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
を

｢

顧
客｣

と
と

ら
え
、
顧
客
満
足
度
を
計
測
し
て
業
務
改
善
に
つ
な
げ
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
当
館
で
も
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
用
い
、
民
間
企
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
顧
客
満
足
度
調

査
の
手
法
を
応
用
し
た
業
務
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遠
隔
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国

立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)

の

｢

検
索
操
作
の
し

や
す
さ｣

、
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
の

｢

提
供
に
か
か
る
日
数｣

な
ど
、

当
館
サ
ー
ビ
ス
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
満
足
度
と
改
善
要
望
の
有
無

を
尋
ね
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に

｢

満
足
度｣

｢

改
善
要
望
度｣

を
算
出
し
、
両
者
の
相
関
関
係
を
図
示
し
た
も
の
が
図
１
で
す
。

満
足
度
・
改
善
要
望
度
の
各
軸
は
、
全
項
目
の
平
均
値
で
二
分
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
グ
ラ
フ
は
図
１
に
あ
る
よ
う
に
四
つ
の
領

域
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
最
も
優
先
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
は
、
図
の
右
下
に
位
置
す
る
、
満
足
度
が
低
く
、
改
善
要

望
度
が
高
い
項
目
と
な
り
ま
す
。

過
去
の
遠
隔
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

の

｢

応
答
待
ち
時
間｣

、
文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の

｢

回
答

に
か
か
る
日
数｣

な
ど
が
、
こ
の
領
域
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

二

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ
く
業
務
改
善

当
館
で
は
、
活
動
・
事
業
の
適
正
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
国

の
機
関
と
し
て
の
説
明
責
任
を
履
行
す
る
た
め
、
平
成
一
六
年
度
に

評
価
制
度

｢

活
動
評
価｣

を
導
入
し
ま
し
た
。
活
動
評
価
に
お
い
て

は
、
当
館
の
果
た
す
べ
き
使
命
・
役
割
お
よ
び
将
来
目
指
す
べ
き
方

向
性
を
明
確
に
し
た

｢

国
立
国
会
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
二
〇
〇
四｣

の

550号／2007①国立国会図書館月報 ― 4―
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図１ 満足度・改善要望度の改善状況

* 満足度は､ ｢満足｣ = 100点､ ｢やや満足｣ = 50点､ ｢やや不満足｣ = －50点､ ｢不満
足｣ = －100点､ ｢無回答｣ ｢利用していない｣ = 0点を配点し､ これに各項目の回
答割合を掛けて算出｡ 改善要望度は､ 全回答者のうち各項目の改善を要望するとし
た回答者の割合｡ Ｘ軸､ Ｙ軸の区切り線は､ 全項目の平均値｡ (図１の場合は, 平
成15､ 16年度の全項目の平均値｡)
* ■はNDL-HPアンケート､ ●は図書館アンケートでの質問項目

������
��������

���������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������

表１ 国立国会図書館の利用者アンケート調査種別と回収数 (枚)

種 別

年 度

来館利用者アンケート調査 遠隔利用者アンケート調査

東京本館 関西館
国際子ども図書館

NDL-HP ILCL-HP 図書館
(大人) (子供)

平成15年度 1,366 1,282 1,938 352 72 3,055

平成16年度 808

平成17年度 1,990 1,118 1,209 268

平成18年度 973 82 803

* NDL-HPは国立国会図書館ホームページ､ ILCL-HPは国際子ども図書館ホームーページを指す｡
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実
現
に
向
け
、
年
度
ご
と
に
重
点
目
標
・
サ
ー
ビ
ス
基
準
を
設
定
し

て
取
組
み
を
行
い
、
評
価
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

(

注)

。

過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
満
足
度
が
低
く
、
改
善
要
望
度
が

高
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
活
動
評
価
の
枠
組
み
の
中
で
目

標
・
計
画
の
策
定
に
反
映
さ
せ
、
優
先
的
に
業
務
改
善
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
業
務
改
善
の
取
組
み
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
応
答
待
ち
時
間
の
改
善

平
成
一
六
年
度
に
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
含
む
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化

作
業
を
実
施
し
、
応
答
待
ち
時
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。

②
文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
回
答
に
か
か
る
日
数
の
短
縮

業
務
フ
ロ
ー
の
見
直
し
を
行
い
、
日
数
を
短
縮
し
ま
し
た
。
当
館

の
文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
サ
ー
ビ
ス
基
準

｢

受
理
日
か
ら
二
〇
日
以

内
に
回
答
す
る
割
合｣

の
平
成
一
六
年
度
の
実
績
値
は
七
一.

四
％

で
し
た
が
、
平
成
一
七
年
度
は
九
二.

八
％
と
な
り
ま
し
た
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
資
料
全
文
の
電
子
的
提
供
の
拡
充

平
成
一
七
年
度
に
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
平
成
一
八
年
四
月
に
は
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

に
約
六
万
七
、〇
〇
〇
冊
の
明
治
期
刊
行
図
書
を
追
加
し
、
当
館
所

蔵
の
明
治
期
刊
行
図
書
の
七
五
％
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
・

閲
覧
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
の
探
し
や
す
さ
を
改
善
す

る
た
め
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
改
善
作
業
を
進
め
て
お
り
、
平
成
一
九
年

三
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
海
外
の
利
用
者
の

改
善
要
望
が
非
常
に
高
か
っ
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
稼
働
時
間
に

つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
機
器
の
更
新
と
運
用
方
法
の
見
直
し
に
よ
り
、

平
成
一
九
年
一
月
八
日
か
ら
一.

五
時
間
の
延
長
が
実
現
し
ま
し
た
。

(

注)

国
立
国
会
図
書
館
の
活
動
評
価
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.jp

/
jp

/
a
b
o
u

tu
s/

v
isio

n
.h

tm
l)

参
照
。

三

満
足
度
・
改
善
要
望
度
の
改
善

で
は
、
こ
う
し
た
業
務
改
善
の
結
果
、
平
成
一
八
年
度
の
利
用
者

の
満
足
度
・
改
善
要
望
度
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
図
１
で
は
、
平
成
一
五
、
一
六
年
度
と
比
較
し
て
、
特
に
変
化

が
顕
著
だ
っ
た
項
目
を
図
示
し
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
は
、
ほ
と
ん

ど
の
項
目
が
上
ま
た
は
左
に
移
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
満
足
度
や
改
善
要
望
度
が
改
善
し
た
一
因
は
、
当
館

が
行
っ
て
き
た
業
務
改
善
の
取
組
み
が
、
直
接
的
な
成
果
を
上
げ
た

こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
五
、
一
六
年
度
は
、

東
京
本
館
の
新
装
開
館
な
ど
、
当
館
が
大
き
な
サ
ー
ビ
ス
変
革
の
過

渡
期
に
あ
っ
た
時
期
で
す
。
そ
の
後
、
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
し
た
こ
と

で
、
迅
速
化
や
質
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

550号／2007①国立国会図書館月報 ― 6―
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〈
第
二
部
〉
平
成
一
八
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
か
ら

平
成
一
八
年
度
は
、
表
２
に
示
す
三
種
類
の
遠
隔
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ)

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
と
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(

以
下

｢

Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
‐

Ｈ
Ｐ｣

と
い
う)

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ン

ケ
ー
ト
入
力
フ
ォ
ー
ム
を
用
意
し
、
回
答
者
が
画
面
上
で
回
答
で
き

る
よ
う
に
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
図
書
館
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

当
館
の
登
録
利
用
者
制
度
に
登
録
し
て
い
る
国
内
図
書
館
か
ら
無
作

為
抽
出
し
た
一
、二
二
三
館
を
対
象
に
、
郵
送
で
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ご
と
に
結
果
の
概
要

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

①
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

(

図
２
、
３)

回
答
者
の
約
四
割
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
を

｢

毎
日｣

あ
る
い
は

｢

週
に
一
回
以
上｣

利
用
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
利
用
目
的
は
、

｢

資
料
の
検
索｣

｢

資
料
の
複
写
申
込
み｣

が
中
心
で
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ

‐
Ｈ
Ｐ
で
利
用
目
的
を
達
成
で
き
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
九

割
弱
が

｢

達
成
で
き
る｣

｢

だ
い
た
い
達
成
で
き
る｣

と
の
回
答
で

し
た
。

利
用
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
立

国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)

が
際
立
っ
て
多
く
、
九

割
弱
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
で
は
、｢

来
館
利
用
案

内｣
｢

テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内｣

｢

総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

が
多

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

②
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

(

図
４)

回
答
者
の
三
割
が

｢

年
に
一
回
以
上｣

、
二
割
強
が

｢

月
に
一
回

以
上｣

、
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
当
館
の
登
録

利
用
者
制
度
に
登
録
し
て
い
る
回
答
者
は
七
割
弱
で
、
六
割
の
回
答

者
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
で
申
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
全
般
的
な
満
足
度
は
い
か
が
で
す
か
？

(

図
５)

遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
全
般
的
な
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
七
割
弱

が

｢

満
足｣

｢

や
や
満
足｣

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

④
各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
は
？

改
善
を
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
？

(

図
６)

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
お
よ
び
郵
送
複
写
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
個
別
の
項
目
ご
と
に
満
足
度
・
改
善
要
望
度
の
相
関

関
係
を
図
示
し
た
も
の
が
図
６
で
す
。

図
６
で
、
右
下
に
あ
る
項
目
ほ
ど
、
満
足
度
が
低
く
、
改
善
要
望

度
が
高
い
た
め
、
優
先
的
に
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
位
置
に
あ
る
項
目
の
一
つ
に
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
の

｢

情
報
の
探

550号／2007① 国立国会図書館月報― 7―
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図２ ホームページの利用頻度

NDL-HP
アンケート

ILCL-HP
アンケート

図書館
アンケート

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (％)

８％ 30％ 36％ 16％ ８％２％

16％ 24％ 27％ 26％ ７％

53％ 30％ 15％

２％

0.1％

0.5％

毎日＊1 週に１回以上 月に１回以上

年に１回以上 今回が初めて＊1 利用していない＊2

ホームページの存在を知らなかった＊2 無回答

＊1 NDL-HP, ILCL-HP のみの質問項目 ＊2 図書館のみの質問項目

表２ 平成18年度利用者アンケート調査の期間および回収率

調査方法 調査期間
送付数
(館)

回収・
回答数 (件)

回収率
(％)

遠隔
利用者

NDL-HP アンケート 7/19～9/30 － 973 －

ILCL-HP アンケート 7/19～9/30 － 82 －

図書館アンケート＊ 8/25～9/22 1,223 803 65.5

＊国内の図書館｡ 行政・司法各部門支部図書館を除く｡

図３ ホームページの利用目的

資
料
の
貸
出
し
申
込
み

＊
２

0

20

40

60

80

100

84%

9977%%

53%
48%

1199%%

61%

14%
88%%

26%

1122%%
14%
11%
1100%%1100%%

5% 6% 7%

49%

38%

20%

7%
33%%

15%
22%%
22%%
7%

資
料
の
検
索

資
料
の
複
写
申
込
み

来
館
す
る
た
め

の
情
報
収
集

当
館
に
つ
い
て

調
べ
る
た
め

電
子
的
な
資
料

の
利
用

資
料
の
探
索
方
法
を

調
べ
る
た
め
＊
１

国
立
国
会
図
書
館
の
刊

行
物
を
見
る
た
め
＊
３

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務

＊
２

書
誌
作
成
業
務
＊
２

選
書
業
務
＊
２

そ
の
他

無
回
答

NDL-HPアンケート

ILCL-HPアンケート 図書館アンケート

＊1 NDL-HP, ILCL-HP のみの質問項目
2 図書館のみの質問項目
3 NDL-HPと図書館のみの質問項目

(％)

00%%

4411%%

00%%
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図４ 郵送複写サービスの利用頻度�������������������� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �������� ��� ��� ��� ������ ��� ��� ��� �������� ������ ������������������������������������������� ���
＊NDL-HP, ILCL-HPのみの選択項目

図５ 遠隔利用サービスの全般的満足度������������������������������� ������� �� �� �� �� �� �� �� �� ����� ��� ��� �� ������ ��� ���� ������ ��� ���������� ���� ����� ��� ���
������

��������

����������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������
図６ 満足度・改善要望度分析 (NDL-HP アンケート)

* 算出方法は図１と同じ｡
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遠
隔
利
用
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か
ら
見
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国
立
国
会
図
書
館

し
や
す
さ｣

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
項
目
は
、
利
用
頻
度
が
低
い
人
ほ

ど
満
足
度
が
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
特
に
、
使
い
慣
れ
て
い
な
い
人

へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
一
部
の
二
で
触
れ
た
よ
う
に
、

現
在
、
レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
郵
送
複
写
サ
ー

ビ
ス
の

｢

提
供
に
か
か
る
日
数｣

｢

料
金｣

に
つ
い
て
は
、
複
写
サ
ー

ビ
ス
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の

｢

デ
ー
タ
の
詳
し
さ｣

は
、
満
足
度
は
相

対
的
に
高
い
も
の
の
、
改
善
要
望
度
も
高
く
、
図
６
の
右
上
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
現
行
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
よ
り
も
詳
し

い
情
報
を
求
め
て
お
り
、
今
後
、
対
応
策
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

二

Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

①
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

(
図
２
、
３)

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
と
比
較
す
る
と
、
今
回
初
め
て
利
用
し
た
と
す
る

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
目
的
は
、｢

国
際
子
ど
も
図
書
館

に
来
館
す
る
た
め
の
情
報
収
集｣

が
最
も
多
く
、
約
六
割
で
し
た
。

こ
れ
を
反
映
し
、
六
割
以
上
の
人
が

｢

ご
利
用
の
案
内｣

｢

展
示
会
・

イ
ベ
ン
ト｣

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

②
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

回
答
者
の
う
ち
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
に

｢

年
に
一
回
以
上｣

来

館
す
る
と
い
う
人
が
五
割
お
り
、｢

月
に
一
回
以
上｣

、｢

週
に
一
回

以
上｣

と
い
う
人
も
合
計
で
六
％
い
ま
し
た
。

③
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
の
全
般
的
な
満
足
度
は
？

(

図
５)

Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
の
全
般
的
な
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
約
八
割
の

人
が

｢

満
足｣

｢

や
や
満
足｣

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
改
善
・
充
実
し
て
ほ
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

お
お
む
ね
四
割
以
上
の
人
が
、｢

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
行
う
催
物

の
案
内
や
そ
の
記
録｣

｢

子
ど
も
向
け

(

小
・
中
学
生
向
け)

の
資

料
検
索
や
情
報
提
供｣

｢

児
童
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
例
・
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
供｣

｢

児
童
書
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
収
録
図
書
の
増
加｣

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

三

図
書
館
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

①
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

(

図
２
、
３)

三
割
の
図
書
館
が

｢

月
に
一
回
以
上｣

、
五
割
強
の
図
書
館
が

｢

週
に
一
回
以
上｣

、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
利
用
目

的
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
図
書
館
が

｢

資
料
の
検
索｣

を
挙
げ
て
お
り
、

そ
の
他
で
は

｢

資
料
の
貸
出
し
申
込
み｣

｢

資
料
の
複
写
申
込
み｣

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務｣

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
と
同
様
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
用
が
最
も
多
く
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
図
書
館
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
で
は

｢

総
合
目
録

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

｢

テ
ー
マ
別
調
べ
方
案
内｣

｢

図
書
館
へ
の
お
知
ら

せ｣
｢

来
館
利
用
案
内｣

の
順
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

(

図
４)
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図７ レファレンスサービスの利用頻度

年に１回以上
33％

月に１回以上
7％

週に１回以上
0.2％

利用していない
59％

無回答0.4％

図８ 満足度・改善要望度分析 (図書館アンケート)

* 算出方法は図１と同じ｡

満
足
度(

点)

改善要望度 (％)

[[NNDDLL--OOPPAACC]] 稼稼動動時時間間

[郵送複写]お問合わせ対応

[NDL-OPAC]

応答待ち時間

[NDL-HP]

レイアウト

[[NNDDLL--HHPP]] 情情報報のの詳詳ししささ

蔵書の充実度
[NDL-OPAC] データの詳しさ

[NDL-OPAC] 検索操作のしやすさ

[文書レファレンス]

回答にかかる日数

[郵送複写]

提供にかかる日数

[NDL-HP]

情報の探しやすさ

研修

[NDL-OPAC]

郵送複写申込操作

広報
[[NNDDLL--HHPP]] 情情報報のの新新ししささ

[郵送複写]料金

[[NNDDLL--HHPP]]

資資料料全全文文のの電電子子的的提提供供

[[文文書書レレフファァレレンンスス]] 回回答答のの品品質質

[[NNDDLL--HHPP]] レレフファァレレンンススツツーールルのの提提供供

[[NNDDLL--OOPPAACC]] デデーータタ提提供供ににかかかかるる時時間間

[[文文書書レレフファァレレンンスス]]

申申込込手手続続

[郵送複写]複写物の品質
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四
割
強
の
図
書
館
が

｢

年
に
一
回
以
上｣

、
二
割
の
図
書
館
が

｢
月
に
一
回
以
上｣

、
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
申

込
手
段
と
し
て
は
、
約
四
割
が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
経
由
、
約
三
割

が
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

③
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

(

図
７)

約
四
割
の
図
書
館
が
、｢

年
に
一
回
以
上｣

あ
る
い
は

｢

月
に
一

回
以
上｣

利
用
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
五
年
度
の
調
査

と
比
較
す
る
と
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
申
込
み
が
減
少
し
、
電
子
メ
ー
ル

申
込
み
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

④
当
館
の
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
か
？

当
館
が
図
書
館
職
員
を
対
象
に
行
う
研
修
に
、
最
近
一
年
間
に
参

加
・
申
込
み
を
し
た
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
約
六
割
の
図
書
館
が
、

研
修
の
存
在
は
知
っ
て
い
て
も
参
加
し
て
い
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
研
修
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
研
修
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

⑤
遠
隔
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
全
般
的
な
満
足
度
は
い
か
が
で
す
か
？

(

図
５)約

九
割
の
図
書
館
が
、｢

満
足｣

｢

や
や
満
足｣

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

⑥
各
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
は
？

改
善
を
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
？

(

図
８)

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
、

文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
個
別
項
目
と
、
当
館
の
蔵
書
の
充

実
度
、
研
修
事
業
、
広
報
に
つ
い
て
、
満
足
度
・
改
善
要
望
度
の
相

関
関
係
を
図
示
し
た
も
の
が
図
８
で
す
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
同
様
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｈ
Ｐ
の

｢

情
報
の
探
し
や
す
さ｣

、
郵
送
複
写
サ
ー
ビ
ス
の

｢

提
供
に
か
か
る

日
数｣

な
ど
の
満
足
度
が
低
く
、
改
善
要
望
度
が
高
い
と
い
う
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の

｢

検
索
操
作
の
し
や
す

さ｣

も
右
下
の
領
域
に
あ
り
、
今
後
は
利
用
者
の
使
い
勝
手
へ
の
配

慮
が
必
要
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
文
書
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
で

は
、｢

回
答
の
品
質｣

に
対
す
る
満
足
度
が
高
い
一
方
、｢

回
答
に
か

か
る
日
数｣

に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
も
大
き
く
改
善
し

た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
満
足
度
が
低
く
、
改
善
要
望
度
が
高
い
と

い
う
結
果
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
業

務
改
善
の
取
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

｢

蔵
書
の
充
実
度｣

は
、
満
足
度
は
高
い
も
の
の
、
改
善
要
望
度

も
高
い
右
上
の
領
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
国
内
唯
一
の
国
立
図
書

館
と
し
て
納
本
制
度
等
に
よ
る
収
集
を
行
う
当
館
に
対
し
、
利
用
者

が
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

今
後
も
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
参
考
に
、
利
用
者

の
皆
様
に
一
層
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

末
尾
な
が
ら
、
こ
の
た
び
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

(

総
務
部
企
画
課)

550号／2007①国立国会図書館月報 ― 12―



｢
資
料
提
供
部
図
書
課｣

。
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

資
料
を
提
供
す
る

そ
れ
も
図
書
を

課
で
す
。

図
書
カ
ウ
ン
タ
ー
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
資
料

を
手
渡
し
た
り
、
各
地
の
公
共
図
書
館
や
大
学
図
書

館
に
貸
し
出
し
た
り
、
様
々
な
手
段
で
、
私
た
ち
は

｢

資
料｣

を

｢

提
供｣
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
資
料
を
提
供
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
最

も
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

本
を
残
し
、
そ
し
て
読
め
る
状
態
に

あ
ら
し
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

｢

保

存｣

で
す
。
時
代
が
平
成
に
な
っ
て

も
、
私
た
ち
が
一
〇
〇
年
以
上
昔
の

明
治
時
代
の
本
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
な
ぜ
か
？

そ
れ
は
先
人
た

ち
が
、
そ
の
本
を

｢

保
存｣

し
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。
図
書
館
員
は
も
ち

ろ
ん
、
本
を
読
む
方
た
ち
も
、
そ
の

本
を
大
事
に
扱
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ

の
結
果
が
、
現
在
に
実
を
結
ん
で
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
私
た
ち
は
、
一
〇
〇
年
前
か
ら
受
け
継

が
れ
た
本
を
、
さ
ら
に
一
〇
〇
年
先
に
ま
で
残
す
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

本
は
非
常
に
も
ろ
く
、

壊
れ
や
す
い
も
の
で
す
。
広
げ
れ
ば
の
ど
が
傷
み
ま

す
し
、
光
に
当
た
れ
ば
変
色
し
ま
す
。
留
め
金
は
錆

び
て
紙
を
脅
か
し
ま
す
し
、
温
湿
度
の
変
化
も
大
敵

で
す
。
古
い
本
の
中
に
は
、
ペ
ー
ジ
を
繰
る
だ
け
で

壊
れ
て
し
ま
う
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
を
た
だ
し
ま
い
こ
め
ば
良

い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
か
に

｢

保
存｣

し
、
い
か
に

｢

利
用｣

し
て
い
た
だ
く
か
。
こ
の
両

立
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
様
々
な
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。

そ
の
一
つ
が
、
古
い
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
化
で
す
。

図
書
課
で
は
、
帝
国
図
書
館
時
代
に
収
集
さ
れ
た
資

料
を
マ
イ
ク
ロ
化
し
て

｢

提
供｣

し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
傷
ん
だ

原
本
に
触
れ
ず
と
も
、
そ
の
内
容
を

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
一
部
は
電
子
化
さ

れ
、｢

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

な
ど
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
は
傷
み
が
激
し
く
複
写
を

お
断
り
し
て
い
た
資
料
も
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
複
写
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

資
料
を
保
存
し
、
残
す
こ
と
は
、
は
る
か
な
未
来

の
人
々
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
仕
事

の
価
値
は
未
来
に
な
ら
な
い
と
分
か
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
現
在
、
遠
い
過
去
の
資
料
を

皆
様
に
手
渡
す
た
び
に
、
私
た
ち
は
そ
の
仕
事
の
価

値
を
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

(

図
書
課
保
管
係

か
ま
き
り)

550号／2007① 国立国会図書館月報― 13―

第
一
四
六
回

路
面
電
車
ク
ロ
ニ
ク
ル

平
成
一
九
年

二
月
二
二
日

(

木)

か
ら

四
月
一
七
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

路
面
電
車
に
乗
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

そ
れ
は
、
函
館
、
長
崎
、
は
た
ま
た
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
し
ょ
う
か
？

も
し
か
し
た
ら
、
国
立

国
会
図
書
館
に
路
面
電
車
で
通
っ
た
と
い
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第
一
四
六
回
常
設
展
示
で
は
、
近
代
日
本
の
交

通
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
い
、
現
在
も
進
化
を
続

け
て
い
る
路
面
電
車
を
取
り
上
げ
ま
す
。

明
治
二
八
年
に
京
都
で
産
声
を
あ
げ
た
日
本
の

営
業
用
路
面
電
車
は
、
大
都
市
は
も
ち
ろ
ん
、
観

光
地
や
地
方
都
市
へ
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
戦
後
復
興
の
過
程
で
、
自
動
車
に
道

を
譲
る
か
た
ち
で
そ
の
多
く
が
廃
止
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
そ
の
利
点
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
路
面
電
車
の
懐
か
し
き
世
界
と
、
こ
れ

か
ら
の
都
市
計
画
に
お
け
る
役
割
を
、
当
館
所
蔵

資
料
の
中
か
ら
、
み
な
さ
ま
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

常
設
展
示
の
お
知
ら
せ



韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
第
一
〇
回
業
務
交
流

国
立
国
会
図
書
館
業
務
交
流
代
表
団

は
じ
め
に

国
立
国
会
図
書
館
と
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と

の
第
一
〇
回
目
の
業
務
交
流
が
、
平
成
一
八
年
九

月
一
九
日
か
ら
九
月
二
六
日
ま
で
韓
国
で
行
わ
れ
、

山
田
敏
之
主
題
情
報
部
政
治
史
料
課
長

(

団
長)

、

堀
純
子
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
課
長
補
佐
、

吉
間
仁
子
関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
係
長
の
三
名
が
訪
韓
し
た
。

業
務
交
流
は
、
テ
ー
マ
を

｢
電
子
情
報
化
時
代

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
―
協
力
型
デ
ジ
タ
ル

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
中
心
と
し

て｣

と
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館

と
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
双
方
か
ら
基
調
報
告

と
テ
ー
マ
報
告
を
行
っ
た
。

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
は
、
利
用
者
が
国
内
外

の
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
空
間
を
提
供
す
る
た
め
に
、
大
規
模
な
国
立
デ

ジ
タ
ル
図
書
館
を
国
立
中
央
図
書
館
前
庭
に
建
設
中
で
あ
る
。
韓
国

で
は
、
国
立
中
央
図
書
館
を
は
じ
め
と
し
て
、
九
月
二
一
日
以
降
訪

問
、
意
見
交
換
し
た
韓
国
国
会
図
書
館
、
国
立
子
ど
も
青
少
年
図
書

館
、
仁
荷
大
学
校
静
石
学
術
情
報
館
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
資
料
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
利
用
者
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使

用
方
法
も
含
め
て
案
内
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
全
般
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
に
対
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い

る
。以

下
に
業
務
交
流
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

一

セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

(

基
調
報
告)

九
月
二
〇
日
午
後
に
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
の
開
始
に
あ
た
っ
て
、

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
イ
・
チ
ジ
ュ
資
料
管
理
部
長
か
ら

｢

昨
年
日

本
を
訪
問
し
、｢

児
童
図
書
館
サ
ー
ビ
ス｣

を
主
題
に
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
、
議
論
を
し
た
こ
と
は
、
本
年
六
月
に
開
館
し
た
子
ど
も
青

少
年
図
書
館
の
建
設
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
知
識
基
盤
社
会
に
お
い

て
日
増
し
に
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
図
書
館
の
現
場
で
、
今
回

｢

電
子
情
報
化
時
代
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス｣

を
主
題
に
交
流

す
る
こ
と
が
、
大
変
期
待
さ
れ
る｣

と
い
う
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
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｢
国
立
国
会
図
書
館
こ
の
一
年
の
動
向｣

山
田
敏
之

主
題
情
報
部
政
治
史
料
課
長

当
館
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に

お
け
る
こ
の
一
年
の
動
向
を
報
告
し
た
。

ま
ず
、
二
〇
〇
四
年
二
月
策
定
の

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期

計
画
二
〇
〇
四｣

に
基
づ
き
、
こ
の
一

年
に
お
い
て
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ポ
ジ
ッ
ト
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
選
択
的
蓄
積
事

業

(

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ)

、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
等
の
各
シ
ス
テ

ム
を
統
合
す
る
Ｎ
Ｄ
Ｌ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の

着
手
、
当
館
所
蔵
の
明
治
期
刊
行
図
書
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
提
供
す
る
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
タ
イ
ト
ル

数
の
拡
充
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
流
通
す
る
著
作
物
を
収
集
す
る
デ

ジ
タ
ル
デ
ポ
ジ
ッ
ト
事
業
の
設
計
・
開
発
へ
の
着
手
、｢
国
の
記
憶｣

と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
保
存
・
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
進
展
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
的
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
る
窓
口
を
構
築
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル

実
験
シ
ス
テ
ム
の
公
開
実
験
に
つ
い
て
報
告
し
、
今
後
の
計
画
お
よ

び
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。

次
い
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
が

｢

電
子
情
報
化
時
代
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス｣

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
を
迎
え

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
が
主
題
情
報

の
発
信
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
変
質
し
て
き
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
そ
の
際
に
、
海
外
で
の
日
本
関
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

収
集
事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
大
学
図
書
館
所
蔵
の
占
領
期
の
日
本
の
刊
行
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
図
書
の
収
集
事
業
に
着
手
し
た
こ
と
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
。

最
後
に
当
館
が
直
面
す
る
課
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
着
手
し
た

事
業
を
安
定
化
さ
せ
、
軌
道
に
の
せ
る
一
方
で
、
国
の
厳
し
い
財
政

事
情
の
な
か
、
業
務
全
体
を
見
直
し
、
な
お
一
層
の
合
理
化
に
よ
る

経
費
の
削
減
に
務
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
、
そ
の
た
め
に
二
〇
〇
六
年
に
新
た
に
情
報
化
推
進
を
補
佐
す
る

外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
導
入
し
た
こ
と
に
も
触
れ
た
。

｢

図
書
館
の
情
報
競
争
力
向
上
の
た
め
の
国
立
図
書
館
の
役
割
の
確

立｣

イ
・
チ
ジ
ュ

資
料
管
理
部
長

韓
国
か
ら
は
、
韓
国
国
立
中
央
図
書

館
が
推
進
し
て
い
る
図
書
館
の
情
報
競

争
力
を
高
め
る
た
め
の
種
々
の
事
業
が

報
告
さ
れ
た
。

ま
ず
、
文
献
情
報
を
国
民
が
全
国
ど

こ
で
も
等
し
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
国
内
四
九
五
の
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主
要
図
書
館
と
海
外
の
文
献
情
報
流
通
機
関
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
(

K
o
rea

n
L

ib
ra

ry
In

fo
rm

a
tio

n
S

y
stem

-N
etw

o
rk

,
Ｋ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｔ)

構
築
事
業
の
韓
国
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

報
告
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
第
一
に
目
録
形

式
の
標
準
化
事
業
と
し
て
、
図
書
、
逐
次
刊
行
物
、
非
図
書
資
料
、

古
典
籍
、
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
の
各
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
形
式
を
開

発
し
、
そ
れ
を
国
家
規
格
と
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
全
国
の

九
八
％
の
図
書
館
で
目
録
情
報
作
成
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
昨
年
こ
れ
ら
の
資
料
種
別
ご
と
の
目
録
情
報
を
統
合

し
て
運
営
で
き
る
統
合
書
誌
用
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
形
式
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
、
第
二
に
図
書
館
業
務
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト(

Ｋ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ)

の
開
発
と
全
国
の
図
書
館
へ
の
無
償
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

第
三
に
国
立
中
央
図
書
館
作
成
の
文
献
情
報
を
基
に
し
て
、
そ
れ
に

公
共
図
書
館
等
の
文
献
情
報
を
収
集
し
、
加
え
て
い
く
と
い
う
方
法

で
国
家
資
料
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
二
〇
〇
四
年
か
ら
は
、
大
韓
出
版
文
化
協
会
か
ら

毎
日
納
本
を
受
け
、
目
録
お
よ
び
目
次
は
専
門
業
者
に
委
託

(
国
立

中
央
図
書
館
は
品
質
管
理)

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
迅
速
に
標
準
目
録

お
よ
び
目
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
全

国
の
図
書
館
、
書
店
、
取
次
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
四
に
国

立
中
央
図
書
館
に
お
け
る
所
蔵
資
料
の
目
次
と
表
紙
が
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
さ
れ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

ま
た
、
国
立
中
央
図
書
館
は
利
用
者
登
録
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

来
館
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
採
取
で
き
る

利
用
統
計
を
活
用
し
て
、
利
用
者
に
関
心
の
あ
る
主
題
の
書
誌
情
報

と
目
次
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
購
入
資
料
の
評
価
や
開
架
資
料
の

選
定
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
っ
た
。

現
在
前
庭
に
建
設
中
の
地
上
三
階
地
下
五
階
延
べ
面
積
一
一
、五
○
○

坪
の
壮
大
な
国
立
デ
ジ
タ
ル
図
書
館

(

左

完
成
予
想
図)

で
は
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
環
境
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
二
○
○
五
年
に
発
表
さ
れ
た
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

｢

国
立
中
央

図
書
館
二
○
一
○｣

で
は
、
五
年
間
に
達
成
す
べ
き
四
大
目
標
と
し

て
、
①
韓
国
が
誇
る
知
の
遺
産
の
宝
庫
、
②
知
識
情
報
の
流
通
管
理

お
よ
び
提
供
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
③
図
書
館
政
策
、
研
究
の
中
心

的
拠
点
、
④
国
内
外
図
書
館
の
交
流
、
協
力
窓
口
を
挙
げ
、
計
画
と

戦
略
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

質
疑
に
お
い
て
は
、
韓
国
側
か

ら
当
館
の
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ

事
業
に
強
い
関
心
が
示
さ
れ
た
。

日
本
側
の
出
席
者
は
、
国
立
中
央

図
書
館
に
お
け
る
迅
速
な
目
録
作

成
の
成
功
に
関
心
を
持
つ
と
と
も

に
、
韓
国
の
報
告
の
な
か
で
文
献

情
報
の
提
供
事
業
を
国
家
の
競
争

力
を
高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
と
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ら
え
て
い
る
と
い
う
点
に
、
強
い
印
象
を
受
け
た
。

二

セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

(

テ
ー
マ
報
告)

九
月
二
一
日
午
前
に
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
の
テ
ー
マ
報
告
で
は
、

｢

電
子
情
報
化
時
代
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス｣

に
即
し
た
両
国

の
レ
フ
ァ
ン
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
報
告
が
行
わ
れ
た
。

｢

国
立
中
央
図
書
館
の
新
し
い
挑
戦

デ
ジ
タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
か
ら
協
力
型
デ
ジ
タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
へ｣

キ
ム
・
ス
ジ
ョ
ン

主
題
情
報
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
室

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
背
景
と
現
況
、
今
後
の
協
力
型
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
計
画
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
国
立

中
央
図
書
館
で
は
、
情
報
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
資
料
の
検
索
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
が
減
り
、
資
料
の
排
架
場
所
な
ど
単
純
な
問
い
合

わ
せ
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
二
〇
〇
四
年

一
一
月
の
組
織
改
編
後
、
主
題
情
報
課

を
中
心
に
主
題
専
門
司
書
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
強
化
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
質

問
を
受
け
、
主
題
情
報
課
の
各
資
料
室

の
司
書
が
回
答
す
る
デ
ジ
タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト

｢

司
書
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う｣

(

左

画
面)

を
二
〇
〇
五
年
か
ら

試
験
的
に
運
営
す
る
中
で
、
国
立
中
央
図
書
館
の
主
題
情
報
課
以
外

の
職
員
や
他
機
関
の
協
力
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
そ
の
認
識
に

基
づ
き
、
国
立
中
央
図
書
館
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
協
力
型
デ
ジ

タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
海

外
の
事
例
の
調
査
や
、
図
書
館
関
係
者
に
よ
る

｢

協
力
型
デ
ジ
タ
ル

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ｣

の
開
催
を
通
し
て
、
韓
国
に
お
け
る
協
力
型
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
現
状
が
紹
介
さ
れ
た
。
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｢
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る
国
立
国
会
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
情
報｣

堀
純
子

主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
課
長
補
佐

国
立
国
会
図
書
館
か
ら
は
、
ま
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
し
て
い
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
情
報
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
し
て
提
供
し
て
い
る
各
種
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
電
子
図
書
館
事
業
に
よ
り

電
子
化
し
た
資
料
画
像
お
よ
び
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
一
四
種
類
を
、｢

探
す｣

、｢

詳

し
く
探
す｣

、｢

読
む｣

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
整
理
し
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム)

、
貴

重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
具
体
例
を
挙
げ
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、

主
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
職
員
が
提
供
す
る
情
報
と
し
て
、
当
館
の

特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
選
択
し
た
資

料
を
電
子
的
に
展
示
す
る
電
子
展
示
会
や
、
資
料
に
到
達
す
る
過
程

を
重
視
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
調
査
に
役
立
つ
調
べ
方
ガ
イ
ド
、
リ
ン

ク
集
、
情
報
案
内
な
ど
一
四
種
類
を

｢

観
る｣

、｢

調
べ
る｣

と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
整
理
し
、
そ
の
い
く
つ
か
を
詳
し
く
説
明
し
た
。

｢

国
立
国
会
図
書
館
電
子
図
書
館
中
期
計
画
二
〇
〇
四｣

の
中
で

は
、｢

情
報
資
源
に
関
す
る
情
報
の
充
実｣

を
重
要
な
柱
の
一
つ
と

し
て
お
り
、
今
後
は
、
大
規
模
に
電
子
化
し
た
情
報
と
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
情
報
と
を
効
果
的
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
、
情
報
資
源
へ
の

的
確
な
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
し
、
そ
の

一
つ
の
取
組
み
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
実
験
シ

ス
テ
ム
を
紹
介
し
た
。

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て｣

吉
間
仁
子

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係
長

次
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

全
国
の
図
書
館
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記

録
や
情
報
の
調
べ
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
蓄
積
し
、
図
書
館
の
業
務
や
一
般
の

利
用
者
の
調
査
研
究
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
二
〇
〇
二
年
に
実

験
事
業
と
し
て
始
ま
り
、
二
〇
〇
五
年
に
本
格
事
業
化
、
同
年
一
二

月
に
は
参
加
館
以
外
か
ら
も
検
索
で
き
る
よ
う
一
般
公
開
し
た
。
公

共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館
が
館
種
を
超
え
て
参
加
し

て
お
り
、
参
加
館
数
は
今
年
八
月
現
在
四
二
八
館
で
、
全
国
の
都
道

府
県
立
図
書
館
は
す
べ
て
参
加
す
る
全
国
的
な
取
組
み
に
成
長
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
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例｣

、｢

調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

、｢

特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン｣

、｢

参
加
館

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル｣

の
四
種
類
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は

｢
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト｣

お

よ
び
、
二
〇
〇
五
年
度
に
策
定
し
た

『

デ
ー
タ
作
成
・
公
開
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン』

に
沿
っ
て
作
成
・
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
参

加
館
の
相
互
協
力
の
た
め
に

｢

コ
メ
ン
ト
機
能｣

、｢

掲
示
板｣

や

｢

未
解
決
事
例
の
メ
ー
ル
配
信｣

な
ど
の
機
能
を
実
装
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
源
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
員
に
は
研
修
教
材
、
広
報
の
素
材
と
し
て
、

研
究
者
に
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
素
材
や
図
書
館
員
育

成
の
た
め
の
教
材
と
し
て
、
一
般
利
用
者
に
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
を
知
り
、
よ
り
よ
く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
役
立
っ
て
い
る

こ
と
、
お
よ
び
今
後
も
、
参
加
館
向
け
の
定
期
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
や
、｢

調
べ
方
マ
ニ
ュ
ア
ル｣

の
作
成
を
促
す

『

調
べ
方

マ
ニ
ュ
ア
ル
集』

刊
行
な
ど
デ
ー
タ
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。

三
つ
の
テ
ー
マ
報
告
後
、
韓
国
側
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
蓄
積
事
例
数
の
増
加
に
関
心

が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
個
人
か
ら
直
接
質
問
を
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
可
能
性
、
電
子
展
示
会
や
調
べ
方
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
職
員

の
課
題
に
つ
い
て
、
一
方
日
本
側
か
ら
は
、｢

司
書
に
聞
い
て
み
ま

し
ょ
う｣

の
実
績
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
両
国
の
報
告
後
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
か
ら

参
加
し
た
職
員
約
三
〇
名
と
、｢

電
子
情
報
化
時
代
に
お
け
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス｣

の
あ
り
方
を
探
る
両
国
共
通
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に

大
き
な
示
唆
を
受
け
た
。
ま
た
、
こ
の
訪
問
の
機
会
を
通
し
て
韓
国

国
立
図
書
館
や
関
係
機
関
の
方
々
と
交
流
の
機
会
を
持
て
た
こ
と
は
、

参
加
し
た
我
々
の
図
書
館
職
員
と
し
て
の
経
験
の
上
で
も
意
義
の
大

き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
国
立
中
央
図
書

館
お
よ
び
各
機
関
に
お
け
る

見
学
と
意
見
交
換
の
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
き
、
滞
在
期

間
中
を
通
し
て
お
世
話
を
い

た
だ
い
た
図
書
館
政
策
課
の

パ
ク
・
ヒ
ョ
ン
ド
ン
課
長
お

よ
び
ハ
ン
・
ス
ッ
キ
さ
ん
を

始
め
と
す
る
国
立
中
央
図
書

館
の
職
員
の
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー

｢

人
口
減
少
社
会
の
外
国
人
問
題｣

(

バ
ル
バ
ラ
・
ヨ
ー
ン
氏)

調
査
及
び
立
法
考
査
局
で
は
、
国
政
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る
長

期
的
・
分
野
横
断
的
な
課
題
に
つ
い
て
複
数
の
調
査
室
課
の
担
当
者

か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、｢

総
合
調
査｣

を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
一
八
・
一
九
年
の
総
合
調
査

｢

人
口
減
少
社
会
の

外
国
人
問
題｣

の
一
環
と
し
て
二
〇
〇
六
年
九
月
二
〇
日
か
ら
三
日

間
、
ド
イ
ツ
か
ら
バ
ル
バ
ラ
・
ヨ
ー
ン

(B
a
rb

a
ra

J
o
h

n
)

氏
を

招
へ
い
し
、
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
ン
氏
は
、
一
九
八
一
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
の
間
ベ
ル
リ

ン
州
政
府
初
の
外
国
人
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
し
て
外
国
人
統
合
問
題
・

移
民
問
題
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
三

年
か
ら
は
、
ベ
ル
リ
ン
州
政
府
顧
問
等
を
務
め
る
傍
ら
、
フ
ン
ボ
ル

ト
大
学

(

ベ
ル
リ
ン)

教
授
と
し
て
教
育
・
研
究
に
も
従
事
さ
れ
て

い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
会
議
員
、
議
員
秘
書
、
国
会
事
務
局
職
員
お

よ
び
当
館
職
員
を
対
象
と
し
た
講
演
会

｢

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

外
国
人
問
題
に
つ
い
て
―
ド
イ
ツ
の
実
例
に
学
ぶ
―｣

を
開
催
し
ま

し
た
。
講
演
会
に
は
国
会
議
員
四
名
を
含
む
六
六
名
の
参
加
が
あ
り

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
職

員
を
対
象
と
し
て
、
今
回
の
総
合
調
査
に
資
す
る
た
め

｢

ド
イ
ツ
に

お
け
る
外
国
人
の
人
権
問
題｣

、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
の
知

見
を
深
め
る
た
め

｢

ド
イ
ツ
移
民
法
の
運
用
実
態
等
に
つ
い
て｣

を

テ
ー
マ
に
説
明
を
う
か
が
い
質
疑
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
の
参
加
者
は
延
べ
三
八
名
と
な
り
、
今
後
の
調
査
業
務
を
進

め
る
上
で
有
益
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
日
間
の
ヨ
ー

ン
氏
の
講
演
お
よ
び
説
明
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
◆
◆

■
講
演
会
■

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
外
国
人
問
題
に
つ
い
て

―
ド
イ
ツ
の
実
例
に
学
ぶ
―

(

九
月
二
一
日)

【
ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国
人
受
入
政
策
の
歴
史
】

一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
ド
イ
ツ
は
ガ
ス
ト
ア
ル
バ
イ

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
外
国
人
労
働
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
ま
し

た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
失
業
率
の
上
昇
が
原
因
で
一
九
七
三
年

に
受
入
停
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
定
住
外
国
人
労
働
者
が
家
族
を
呼

び
寄
せ
た
た
め
外
国
人
の
流
入
は
む
し
ろ
増
え
た
の
で
す
。
現
在
も

年
間
約
一
二
万
人
の
移
民
が
ド
イ
ツ
に
流
入
し
て
い
ま
す
。
現
在
ド

イ
ツ
全
体
で
、
外
国
籍
の
者
の
他
、
国
籍
は
ド
イ
ツ
で
も
東
欧
・
ロ

シ
ア
か
ら
の
帰
還
者
な
ど
文
化
的
に
も
社
会
的
に
も
ド
イ
ツ
と
は
異

な
る｢
移
民
の
背
景
を
持
つ｣

人
々
を
含
め
る
と
そ
の
数
は
約
一
、五
〇
〇

万
人
に
の
ぼ
り
、
総
人
口
の
約
二
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
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一
九
八
三
年
か
ら
は
帰
国
促
進
政
策
を
と
り
、
す
で
に
ド
イ
ツ
に

い
る
外
国
人
に
、
様
々
な
方
法
で
母
国
へ
の
帰
国
を
促
進
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
八
〇
年
代
末
頃
か
ら
流
入
数
が
増
え
、
そ

し
て
再
統
一
が
あ
り
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
庇
護
申
請
を
求
め
る
難

民
の
数
が
劇
的
に
増
え
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭

に
は
ド
イ
ツ
国
内
で
外
国
人
を
狙
っ
た
外
国
人
排
斥
運
動
が
か
な
り

激
化
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
新
国
籍
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
子
は
外
国
人
で
あ
っ
て
も
一
定
の
条
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
た
時
点
で
ド
イ
ツ
国
籍
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
政
権
は
、
ド
イ
ツ
は
今

い
る
移
民
を
社
会
に
融
和
さ
せ
統
合
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
に
は
新
移
民

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
移
民
の
問
題
は
、
ド
イ
ツ
の
内
政
に

お
い
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
担
当
の
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
だ
け
で
な
く
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
も
含
め
た
連
邦
レ
ベ
ル

で
、
積
極
的
に
外
国
人
の
社
会
へ
の
統
合
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

【
教
育
の
重
要
性
】

移
民
を
社
会
に
統
合
す
る
に
は
、
教
育
と
労
働
市
場
二
つ
の
点
が

重
要
で
す
。
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
子
ど
も
達
は
、
き
ち

ん
と
し
た
学
校
教
育
を
修
了
せ
ず
に
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
親
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
や
日
雇
い
の
仕
事
の
よ
う
な
場
合
、
子
ど

も
も
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
悪
循
環
の

よ
う
に
続
き
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
事
情
か
ら
移
民
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
国
は
、
ま
ず
教
育
と

労
働
市
場
の
制
度
を
移
民
に
あ
わ
せ
て
調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
制
度
に
よ
り
移
民
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、

移
民
の
労
働
意
欲
は
減
退
し
、
社
会
保
障
費
の
増
加
等
の
形
で
、
自

国
民
に
も
不
利
益
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
の
新
移
民
法
に
よ
り
、
新
た
に
ド
イ
ツ
に
移
住
し
て

き
た
外
国
人
は
六
百
時
間
の
ド
イ
ツ
語
講
座
を
受
け
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
空
席
が
あ
れ
ば
す
で
に
ド
イ
ツ
に
住
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ん
で
い
る
外
国
人
も
ド
イ
ツ
語
の
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
講
座
に
は
継
続
教
育
を
受
け
て

｢

外
国
語
と
し
て
の
ド
イ

ツ
語｣
を
教
え
る
能
力
を
身
に
つ
け
た
教
員
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

本
人
が
負
担
す
る
費
用
は
、
一
時
間
あ
た
り
一
ユ
ー
ロ
で
す
。
収
入

の
な
い
外
国
人
に
対
し
て
は
国
が
全
面
的
に
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

加
え
て
三
〇
時
間
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
暮
ら
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
社
会
的
な
様
々
な

知
識
、
文
化
、
慣
習
な
ど
を
勉
強
す
る
時
間
で
す
。
こ
の
語
学
講
座

を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
ド
イ
ツ
は
オ
ラ
ン
ダ
を
モ
デ
ル
に
し
ま
し

た
。ま

た
、
言
葉
の
習
得
は
、
年
齢
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
早
い
の
で
、

な
る
べ
く
外
国
人
の
子
ど
も
達
を
幼
稚
園
に
入
れ
て
そ
こ
で
語
学
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や
移
民
同
士
で
話
す
言
葉
は
ど
う
し
て

も
母
語
、
出
身
国
の
言
葉
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
を
幼
稚
園
に
入
れ

な
い
で
い
る
と
小
さ
い
う
ち
に
ド
イ
ツ
語
に
接
す
る
機
会
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
幼
稚
園
で
の
早
期
の
学
習

は
大
切
で
、
基
本
的
な
ド
イ
ツ
語
を
習
得
し
て
お
け
ば
そ
の
後
も
高

い
レ
ベ
ル
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

【
移
民
の
受
入
国
と
し
て
】

移
民
を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
を

指
摘
し
て
お
き
ま
す
。
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
人
達
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
実
際
的
な
面
か
ら
も
、
道
徳
的
な
面
か
ら
も
考
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
人
を
連
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
が
背
後
に

背
負
っ
て
い
る
宗
教
、
伝
統
、
文
化
的
な
習
慣
、
そ
う
い
っ
た
も
の

も
合
わ
せ
て
入
っ
て
く
る
こ
と
を
考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
受
け
入
れ
る
側
の
国
、
ド
イ
ツ
な
ら
ド
イ
ツ
人
は
そ
う
し
た
違

う
文
化
、
異
な
る
習
慣
、
違
う
宗
教
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
寛
容
に
な

れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
交
政
策
や
内
政
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
外
国
人
、

移
民
の
数
が
増
え
彼
ら
も
有
権
者
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
政
治
的

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
移
民
を
受
け
入
れ
れ
ば
労
働
者
不
足
は
解
消

さ
れ
る
の
か
、
社
会
保
障
制
度
に
与
え
る
影
響
は
ど
う
か
、
あ
る
い

は
移
民
と
治
安
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
視
点
は
、
実
際
に
受
け
入
れ
る
自
国

民
が
、
そ
も
そ
も
移
民
の
受
け
入
れ
に
用
意
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
移
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
よ
う
な

社
会
的
空
気
が
あ
る
場
合
は
、
別
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
こ
に
あ
げ
た
ポ
ス
タ
ー
は
一
九
九
四
年
に
地
下
鉄
に
貼
っ
た

も
の
で
す
。�W

a
s

ist
d
eu

tsch
?�

(｢

ド
イ
ツ｣

と
は
そ
も
そ
も
ど
う
い
う

こ
と
か)

と
大
き
く
問
い
か
け
、
細
か

な
字
で
様
々
な
質
問
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。｢

青
い
目
を
し
て
い
れ
ば
ド
イ
ツ

人
か
？｣

、｢

ビ
ー
ル
が
好
き
だ
っ
た
ら

ド
イ
ツ
人
か
？｣

等
々
。
こ
れ
を
読
ん

で
い
た
だ
い
て
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
の
側
面
が
あ
り
、

非
常
に
多
彩
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
皆

さ
ん
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の
啓
蒙
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キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ポ
ス
タ
ー
な
の
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、
移
民
を
統

合
す
る
た
め
、
社
会
融
和
を
図
る
た
め
様
々
な
啓
蒙
活
動
を
移
民
に

対
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
く
ら
い
の
力
を
注
い
で
、
自
国
民

も
啓
蒙
し
て
い
ま
す
。

◆
◆
◆

ド
イ
ツ
に
お
け
る
外
国
人
の
人
権
問
題(

九
月
二
〇
日)

基
本
的
な
人
権
は
、
ド
イ
ツ
に
限
ら
ず
世
界
中
の
人
が
有
し
て
い

る
も
の
で
す
。
一
方
ド
イ
ツ
人
が
国
民
と
し
て
持
っ
て
い
る
権
利
に

つ
い
て
は
外
国
人
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
人
権
は
ド
イ

ツ
人
と
同
一
で
あ
り
、
次
い
で
医
療
保
険
、
失
業
保
険
、
年
金
保
険

と
い
っ
た
社
会
保
障
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
ド
イ
ツ
に

住
ん
で
い
る
外
国
人
に
は
ド
イ
ツ
人
と
同
じ
権
利
が
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
外
国
人
も
同
じ
よ
う
に
社
会
保
険
料
を

払
い
ま
す
。
で
す
か
ら
医
療
保
険
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
失
業
す
れ
ば
失
業
給
付
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
が
逆
に
弊
害
と
な
っ
て
働
く
意
欲
を
な
く
し
仕
事
を
探
さ

な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
仕
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
外

国
人
は
言
葉
を
学
習
し
、
社
会
に
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

仕
事
を
し
な
い
で
失
業
手
当
や
生
活
保
護
に
頼
っ
た
生
活
を
し
て
い

る
と
外
国
人
を
敵
対
視
す
る
動
き
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
社
会
保
障
、
社
会
的
な
権
利
を
外
国
人
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
制
定
す
る
か
は
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

政
治
的
権
利
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
以
外
の
出
身
の
外

国
人
に
は
一
切
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
連
邦
レ
ベ
ル
は
も
と
よ
り
、

州
レ
ベ
ル
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
も
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｕ
加

盟
国
の
出
身
の
外
国
人
に
は
市
町
村
レ
ベ
ル
の
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
被
選
挙
権
も
あ
り
ま
す
。
選
挙
権
の
な
い
外
国
人
の
意

見
は
、
例
え
ば
ベ
ル
リ
ン
で
は
各
区
に
外
国
人
統
合
の
た
め
の
会
議

が
あ
り
、
そ
こ
で
出
さ
れ
る
意
見
書
、
提
案
書
と
い
う
形
で
自
分
達

の
意
見
を
議
会
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

◆
◆
◆

ド
イ
ツ
移
民
法
の
運
用
実
態
等
に
つ
い
て

(

九
月
二
二
日)

―
新
移
民
法
施
行
前
の
外
国
人
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
取
り
組
み

ベ
ル
リ
ン
で
も
外
国
人
が
増
え
続
け
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の

は
教
育
の
現
場
で
し
た
。
そ
の
他
に
も
外
国
人
を
め
ぐ
る
様
々
な
問

題
が
あ
り
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
市
長

(

当
時)

の
指
示
に
よ
り
外
国
人
に
関
す
る
問
題
全
体
を
統
括
し
て

担
当
す
る
部
署
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
最
初
に
自
国
民

の
啓
蒙
に
力
を
注
ぎ
、
年
間
一
二
冊
か
ら
一
五
冊
ほ
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
発
行
し
ま
し
た
。
外
国
人
は
、
す
で
に
社
会
に
統
合
さ
れ
た
一

員
で
あ
り
、
同
じ
ベ
ル
リ
ン
市
民
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
で
す
。
外
国
人
に
対
し
て
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
必
要

と
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
講
座
の
拡
充
、
自
営
業
許
可
要
件
の
緩
和
、
住

宅
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
の
滞
在
に
関
し
て
、
過

度
に
厳
格
な
法
規
定
を
現
実
に
あ
わ
せ
て
改
め
ま
し
た
。

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課)
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平
成
一
八
年
度
都
道
府
県
お
よ
び
政
令
指
定
都
市

議
会
事
務
局
図
書
室
職
員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
に
つ
い
て

平
成
一
八
年
一
〇
月
二
〇
日
、
当
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
標

記
研
修
を
行
っ
た
。
こ
の
研
修
は
国
立
国
会
図
書
館
法
第
二
一
条

(

図
書
館
の
組
織
及
び
図
書
館
奉
仕
の
改
善
に
つ
き
、
都
道
府
県
の

議
会
そ
の
他
の
地
方
議
会
…
を
援
助
す
る)

に
基
づ
き
、
平
成
元
年

度
か
ら
実
務
者
を
対
象
と
し
て
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
き
た
連
絡
会
議

を
、
地
方
議
会
と
の
連
携
協
力
を
一
層
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、

そ
の
内
容
を
よ
り
拡
充
し
て
研
修
と
位
置
付
け
、
毎
年
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
回
で
あ
る
今
回
は
三
六
の
都
道
府
県
お

よ
び
政
令
指
定
都
市
議
会
事
務
局
か
ら
三
七
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
ず

｢

は
じ
め
に｣

と
題
し
て
、
戸
澤
幾
子
総
務
部
司
書
監
が
当

研
修
の
あ
り
方
や
意
義
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
続
い
て｢

当
館
サ
ー

ビ
ス
の
使
い
方｣

と
題
し
て
、

今
野
篤
資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
企
画
課
サ
ー
ビ
ス
管
理
係
長

が
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
使
い
方

を
中
心
に
遠
隔
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

に
つ
い
て
デ
モ
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

次
に

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
回
答
に

便
利
な
ツ
ー
ル
に
つ
い
て｣

と
題

し
て
、
北
村
弥
生
主
題
情
報
部
参

考
企
画
課
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
係
長
が

当
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
各
種
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル

(

一
般
的
な
も
の
・
国
会
会
議
録

等
議
会
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き
る
も
の)

を
紹
介
し
た
。

最
後
に

｢

調
査
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ｣

と
題
し
て
、
田
中
誠
調
査
及

び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
課
長
補
佐
か
ら
当
館
が
国
会

向
け
に
提
供
し
て
い
る
調
査
サ
ー
ビ
ス
と
一
般
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と

の
違
い
、
調
査
す
る
上
で
の
注
意
点
、
調
査
の
種
類
等
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
そ
の
後
、
曽
雌
裕
一
調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資

料
課
課
長
補
佐
の
説
明
で
議
会
官
庁
資
料
室
お
よ
び
書
庫
を
見
学
し

た
。質

疑
応
答
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
依
頼
方
法
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
質
問
の
他
に
、
調

査
回
答
作
成
時
の
注
意
点
や
調
査
業
務
と
著
作
権
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
質
問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
具
体
的
な

検
索
方
法
の
紹
介
が
役
に
立
っ
た
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供

さ
れ
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
の
紹
介
が
有
用
だ
っ
た
と
い
う

意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
当
館
の
調
査
業
務
の
説
明
が
参
考

に
な
っ
た
等
の
意
見
、
調
査
業
務
に
絞
っ
た
研
修
を
し
て
欲
し
い
と

の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
今
後
も
実
務

者
に
役
に
立
つ
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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文
楽
の
か
し
ら

国
立
文
楽
劇
場
所
蔵

吉
田
文
雀
監
修
・
解
説
、
国
立
文
楽
劇
場
事

業
推
進
課
編

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
刊

(

〒
102-
8656

東
京
都
千
代
田
区
隼
町
四－

一)

二
〇
〇
六
・
二

一
一
五
、
四
頁

Ａ
４

(K
D

478-H
2)

文ぶ
ん

七ひ
ち

、
検
非
違
使

け

ん

び

し

、
源げ
ん

太だ

、
若わ
か

男
お
と
こ

、
鬼お
に

若わ
か

、
孔こ
う

明め
い

、
金き
ん

時と
き

、
陀だ

羅ら

助す
け

、
与よ

勘か
ん

平べ
え

、
又ま
た

平へ
い

、
端は

役や
く

、

丁
稚

で

っ

ち

、
娘

む
す
め

、
老ふ

け

女
形

お

や

ま

、
傾け

い

城せ
い

、
八や

汐し
お

、
お
福ふ

く

、
婆ば

ば

、

莫ば
く

耶や

、
ガ
ブ
、
…
。

こ
れ
ら
は
皆
、
文
楽
の
か
し
ら
の
名
称
で
あ
る
。

文
楽
の
か
し
ら
と
は
文
楽
人
形
の
頭
部
の
こ
と
で
、

役
の
年
齢
、
身
分
、
性
格
な
ど
に
よ
り
使
い
分
け
ら

れ
、
種
類
ご
と
に
代
表
的
な
役
柄
に
因
ん
だ
名
前
な

ど
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
一
つ
の
役
だ
け
に

し
か
使
わ
れ
な
い
特
殊
な
か
し
ら
も
あ
る
。
現
在
、

文
楽
に
は
男
の
か
し
ら
が
四
、
五
〇
種
類
、
女
の
か

し
ら
が
十
数
種
類
あ
る
。

義
太
夫
節
に
合
わ
せ
て
人
形
を
操
る
文
楽
は
、
江

戸
時
代
以
来
約
三
百
年
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
、
日
本

の
代
表
的
な
伝
統
芸
能
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
は

｢

ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
遺
産｣

に
も
認
定
さ
れ
た
。

人
形
芝
居
は
全
国
各
地
に
伝
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

的
な
人
形
の
か
し
ら
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

文
楽
の
人
形
の
か
し
ら
は
、
種
類
の
多
さ
だ
け
で
な

く
、
芸
術
性
に
お
い
て
も
群
を
抜
く
存
在
で
あ
る
。

文
楽
の
舞
台
で
の
人
形
の
美
し
く
豊
か
な
表
現
力
は
、

人
形
遣
い
の
技
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
か
し
ら
自

体
の
完
成
度
の
高
さ
や
精
緻
な
仕
掛
け
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。

現
在
、
国
立
文
楽
劇
場
が
所
蔵
す
る
約
四
百
個
の

か
し
ら
が
、
文
楽
の
公
演
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本

書
は
、
そ
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
種
類
ご
と
に

写
真
で
紹
介
し
、
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
国
立
劇

場
の
文
楽
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

｢

文
楽
の
か
し
ら
シ

リ
ー
ズ｣

と
題
し
て
連
載
さ
れ
た
記
事
が
、
本
書
の

基
に
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
開
き
二
ペ
ー

ジ
に
盛
り
込
ま
れ
た
写
真
の
数
々
と
か
な
り
専
門
的

だ
が
簡
潔
明
瞭
な
解
説
、
そ
れ
は
文
楽
の
楽
し
み
を

倍
加
す
る
知
識
の
宝
庫
だ
っ
た
。
そ
の
連
載
記
事
が

加
筆
・
修
正
の
上
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
モ
ノ
ク
ロ

の
み
だ
っ
た
写
真
が
、
す
べ
て
カ
ラ
ー
の
大
判
に
差

し
替
え
ら
れ
た
。
連
載
時
よ
り
内
容
が
さ
ら
に
充
実

し
た
だ
け
で
な
く
、
写
真
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も

楽
し
い
一
冊
と
な
っ
た
。

連
載
記
事
に
始
ま
り
本
書
の
監
修
・
解
説
執
筆
ま

で
す
べ
て
を
担
当
し
た
吉
田
文
雀

(

一
九
二
八
年
生

ま
れ)

は
、
各
公
演
で
ど
の
役
に
ど
の
か
し
ら
を
割

り
振
る
か
を
決
め
る

｢

か
し
ら
割
り｣

と
い
う
役
職

を
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
、
文
楽
人

形
遣
い
の
人
間
国
宝
で
あ
る
。
人
形
遣
い
の
中
で
も
、

文
楽
の
か
し
ら
の
す
べ
て
を
知
り
尽
く
し
た
、
か
し

ら
の
生
き
字
引
と
も
言
う
べ
き
存
在
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
人
形
遣
い
な
ら
で
は
の
視
点
で
書
か
れ
た

具
体
性
に
富
む
解
説
は
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で

あ
る
。

本
書
は
、
既
刊
の
文
楽
人
形
写
真
集
な
ど
と
比
べ

て
、
文
楽
の
か
し
ら
を
網
羅
的
か
つ
系
統
的
に
紹
介

し
て
い
る
点
で
際
立
っ
て
い
る
。
か
し
ら
は
同
じ
種

類
で
あ
っ
て
も
、
彫
り
具
合
や
仕
掛
け
の
有
無
な
ど

に
よ
っ
て
、
一
つ
一
つ
印
象
が
異
な
る
。
舞
台
で
使

う
か
し
ら
は
、
そ
の
印
象
を
ふ
ま
え
て
選
ば
れ
、
一

つ
の
役
柄
で
あ
っ
て
も
場
面
ご
と
に
使
う
か
し
ら
を

替
え
る
こ
と
が
多
い
。
本
書
で
は
、
同
じ
種
類
の
複

数
の
か
し
ら
が
比
較
対
照
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
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い
る
。
か
し
ら
の
特
徴
的
な
動
き
や
典
型
的
な
表
情

が
数
多
く
の
写
真
で
紹
介
さ
れ
、
全
般
的
な
解
説
の

他
に
、
写
真
一
点
一
点
に
も
、
そ
の
か
し
ら
の
特
徴
、

由
来
、
使
わ
れ
る
役
柄
な
ど
個
別
の
説
明
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
か
し
ら
の
写
真
だ
け
で
な
く
、

人
形
全
身
の
舞
台
写
真
も
適
宜
挿
入
さ
れ
、
解
説
文

も
、
か
し
ら
に
関
す
る
記
述
に
止
ま
ら
ず
、
文
楽
の

見
ど
こ
ろ
や
逸
話
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
入

門
書
と
し
て
も
、
専
門
的
な
知
識
を
求
め
る
人
に
と
っ

て
も
、
魅
力
的
な
一
冊
で
あ
る
。

文
楽
の
か
し
ら
は
一
九
四
五
年
、
本
拠
地
・
大
阪

な
ど
で
空
襲
に
遭
い
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
焼
失
し

た
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
か
し
ら
の
大
部
分
は
、
人

形
師
・
大
江
巳
之
助

(

一
九
〇
七
―
一
九
九
七)
が

戦
後
新
た
に
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
、

洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
と
人
間
的
な
情
感
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。
独
創
的
な
工
夫
も
多
く
、
舞
台
で
と
て
も
使

い
や
す
い
と
人
形
遣
い
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
る
。

大
江
巳
之
助
と
い
う
不
世
出
の
人
形
師
が
い
な
け
れ

ば
、
戦
後
の
文
楽
の
復
興
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ

た
し
、
文
楽
が
今
日
の
よ
う
に
芸
術
と
し
て
高
い
評

価
を
確
立
す
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
本
書
を
味
わ
い
た
い
。

(

岡お
か

村む
ら

志し

嘉が

子こ) ����お
も
な
人
事

内
閣
法
制
局
事
務
官

山
田

雅
夫

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
法
制
局
図
書
館
長
を
免

ず
る

内
閣
法
制
局
事
務
官

三
浦

武
敏

国
立
国
会
図
書
館
支
部
内
閣
法
制
局
図
書
館
長
を
命

ず
る以

上
平
成
十
八
年
十
月
二
十
日
付
け

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
付
主
幹)

調
査
員

清
水�
雄

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
主
幹
・

国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
長
事
務
取
扱)

調
査
員

木
戸

裕

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
長
事

務
取
扱
を
解
く

(

関
西
館
資
料
部
長)

司

書

坂
本

博

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課
長
事
務
取
扱
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
課
長)

調
査
員

萩
原

愛
一

主
幹
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
長
事

務
取
扱
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
課
主
査)

調
査
員

深
澤

映
司

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
課
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
九
年
一
月
一
日
付
け

―
専
門
調
査
員
の
退
職
―

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

西
田

芳
弘

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
付
け

―
職
員
の
退
職
―

(

退
職
時
部
局)

主
題
情
報
部

司

書�
木

彰
郎

平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
付
け

関
西
館

司

書

福
田

理

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
付
け

Ｎ
Ｄ
Ｌ

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

点
字
図
書
・
録
音
図
書
全
国
総
合
目
録

二
〇
〇
六
年
二
号

(

一
九
八
〇
年
以
前
〜
二
〇
〇
六
年
九
月
収
録)

参
加
館
は
二
三
二
館

(

当
館
、
八
八
点
字
図
書
館
、
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一
四
三
公
共
図
書
館
等)

。
年
二
回
更
新
。
収
録
レ

コ
ー
ド
数
三
四
七
、四
三
二
件
。

年
間
契
約
価
格
四
二
、〇
〇
〇
円

(

日)

初
年
度
の
み
六
三
、〇
〇
〇
円

(

検
索
ソ
フ
ト
込
み)

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説

第
二
三
○
号

Ａ
４

一
九
四
頁

【
翻
訳
・
解
説
】

■
統
一
公
務
員
退
職
制
度
運
営
法
―
米
国
に
お
け
る

統
一
州
法
導
入
の
事
例
紹
介

■
英
国
２
０
０
６
年
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
法

■
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
法
移
民
対
策
と
社
会
統
合

■
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
平
等
待
遇
指
令
の
国
内
法

化
と
一
般
平
等
待
遇
法
の
制
定

■
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
に
よ
る
情
報
機
関
の
統
制

■
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
選
挙
制
度
改
革

■
韓
国
に
お
け
る
リ
コ
ー
ル
法
の
制
定

【
短
信
】

■
ア
メ
リ
カ

Ｅ
Ｓ
細
胞
研
究
に
関
連
す
る
法
案
の

動
向

■
ロ
シ
ア

選
挙
関
連
法
の
改
正

■
中
国

義
務
教
育
法
の
改
正
―
基
礎
教
育
の
質
の

向
上
と
機
会
均
等
を
目
指
す

■
フ
ィ
リ
ピ
ン

憲
法
改
正
を
め
ぐ
る
論
議
―
大
統

領
制
か
ら
議
院
内
閣
制
へ
の
道
程

季
刊

一
、九
九
五
円

(

紀)

(IS
B
N
4-87582-642-7)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
七
一
号

Ａ
４

九
七
頁

■
議
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課
題

■
日
本
の
対
外
政
策
の
積
極
性
を
め
ぐ
る
海
外
の
論

議
■
外
国
為
替
資
金
特
別
会
計
の
現
状
と
課
題

■
上
海
協
力
機
構

(

Ｓ
Ｃ
Ｏ)

創
設
の
経
緯
と
課
題

■｢

文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針｣

の
見
直
し
に
向
け
て

(

短
報)

■
諸
外
国
の
下
院
の
選
挙
制
度

(

資
料)

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
主
催

｢

海
外
韓

国
学
司
書
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ｣

参
加

一
〇
月
二
九
日
か
ら
一
一
月
五
日
ま
で
、
韓

国
国
立
中
央
図
書
館
で
標
記
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
た
。
一
〇
の
国
と
機
関
か
ら
一
九

名
の
参
加
が
あ
り
、
当
館
か
ら
田
中
福
太
郎
関

西
館
資
料
部
ア
ジ
ア
情
報
課
員
と
藤
原
夏
人
同

課
員
が
出
席
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
韓
国
学
関
連
資
料
の
体
系

的
管
理
お
よ
び
情
報
資
源
の
共
同
活
用
の
模
索
を
目

的
と
し
、
今
回
が
二
回
目
の
開
催
で
あ
る
。
内
容
は
、

韓
国
の
図
書
館
・
政
府
機
関
・
民
間
等
が
作
成
し
た

ウ
ェ
ブ
情
報
源
お
よ
び
韓
国
著
作
権
法
な
ど
に
関
す

る
講
義
、
主
催
者
と
参
加
者
と
の
懇
談
、
韓
国
学
中

央
研
究
院
等
関
連
機
関
の
見
学
、
慶
州
地
域
文
化
遺

跡
訪
問
で
あ
っ
た
。

｢

東
ア
ジ
ア
現
代
史
と
ア
メ
リ
カ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ

所
蔵
資
料｣

学
術
会
議

一
一
月
二
四
日
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
郊
外
の
果
川
市

中
央
洞
の
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
で
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ

(

米
国
国
立
公
文
書
館)

に
お
け
る
現
代
史
資
料
を

テ
ー
マ
と
し
て
標
記
会
議
が
同
委
員
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
。
韓
国
か
ら
李
完
範
韓
国
学
中
央
研
究
院

副
教
授
ら
三
名
の
現
代
史
の
研
究
者
、
日
本
か
ら

木
宮
正
史
東
京
大
学
助
教
授

(

韓
国
現
代
政
治
史)

と
当
館
の
山
田
敏
之
主
題
情
報
部
政
治
史
料
課
長
が

そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
っ
た
。

韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
は
、
海
外
資
料
収
集
の
一

環
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て

韓
国
関
係
の
文
書
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
韓
国

で
は
そ
の
ほ
か
に
も
国
立
中
央
図
書
館
な
ど
複
数
の

機
関
が
同
じ
く
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
で
収
集
し
て
い
る
。
会
議

で
は
そ
の
こ
と
か
ら
生
ず
る
収
集
・
利
用
提
供
上
の

問
題
点
と
課
題
が
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ

550号／2007① 国立国会図書館月報― 27―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
渋
谷
区
東
三

一
三

一
一

(

紀)

紀
伊
國
屋
書
店(

〒150
-8513

)

〇
三(

五
四
六
九)

五
九
一
八

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(
有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

NDL news



で
所
蔵
し
て
い
る
韓
国
関
係
文
書
の
紹
介
も
な
さ

れ
た
。
当
館
か
ら
は
、
一
九
七
八
年
以
来
行
っ
て

い
る
当
館
の
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
お
け
る
収
集
事
業
に
つ

い
て
、
収
集
整
理
方
法
等
を
中
心
に
紹
介
を
行
っ

た
。第

八
回

C
O

-E
X

IS
T

-S
E

A
(

東
南
ア
ジ

ア
科
学
技
術
情
報
流
通
プ
ロ
グ
ラ
ム)

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

標
記
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
一
二
月
六
日
か
ら
七

日
ま
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。

当
館
か
ら
の
参
加
は
二
回
目
で
、
東
川
梓
主
題
情

報
部
科
学
技
術
・
経
済
課
員
が
出
席
し
た
。

こ
れ
は
科
学
技
術
振
興
機
構

(

Ｊ
Ｓ
Ｔ)

が
主

催
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
科
学
技
術
担
当
省
傘

下
に
あ
る
情
報
セ
ン
タ
ー
の
協
力
体
制
構
築
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
年
に
一
度
各
国
持
ち
回

り
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
各
国
の
所
長

や
実
務
担
当
者
が
集
ま
り
、
科
学
技
術
情
報
流
通

に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
東
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
日
本
の
科
学
技
術
の
地
位
向
上
を
図

り
、
日
本
の
科
学
技
術
情
報
の
東
南
ア
ジ
ア
で
の

流
通
を
促
進
し
、
日
本
人
科
学
者
・
技
術
者
が
東

南
ア
ジ
ア
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
情
報

を
迅
速
か
つ
利
用
し
や
す
い
形
で
入
手
可
能
な
環

境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

｢

科
学
技
術
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
、
活
動
お
よ
び
戦
略｣

で
あ
る
。
各
国
の
代
表

者
か
ら
科
学
技
術
情
報
の
政
策
や
現
状
が
報
告
さ
れ
、

当
館
か
ら
も
日
本
の
科
学
技
術
情
報
整
備
に
お
け
る

当
館
の
役
割
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。
初
日
は

地
元
ベ
ト
ナ
ム
の
国
立
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

(
N

A
C

E
S

T
I)

や
研
究
機
関
お
よ
び
情
報
事
業
関

係
者
を
含
む
百
名
以
上
の
聴
講
者
が
出
席
し
た
。

ま
た
今
回
か
ら
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
各
国
の

発
表
後
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
当
館
の
展
示
が
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係
者
に
好

評
を
得
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
期
間
後
も
国
立
科
学

技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
で
展
示
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
二
日
目
は
午
前
中
にC

O
-E

X
IS

T
-S

E
A

参
加

者
に
限
定
に
し
た
ク
ロ
ー
ズ
ド
セ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び

会
議
が
行
わ
れ
、
今
後
の
科
学
技
術
情
報
の
普
及
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
引
き
続
き
情

報
交
換
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
終
了
し
た
。

｢

国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム｣

の
終
了

平
成
一
八
年
一
二
月
七
日

(

木)

、
当
館

(

東
京

本
館)

に
お
い
て
、
標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
当
館
が
作
成
し
た
、
国
会
会
議
録
な
ど
の

国
会
情
報
、
蔵
書
の
目
録
・
所
在
情
報
、
調
査
の
た

め
の
情
報
源
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
等
二
〇
種
類

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
担
当
職
員
が

紹
介
す
る
と
い
う
当
館
で
初
の
催
し
で
あ
っ
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
事
前
申
込
が
す
ぐ
に
定
員
に
達
す
る

な
ど
、
多
く
の
関
心
を
集
め
、
当
日
は
三
○
○
名
近

い
参
加
者
が
会
場
を
埋
め
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
約
二
〇
人
の
担
当

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
コ
ン
テ
ン
ツ

に
つ
い
て
、
概
要
か
ら
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
便

利
な
使
い
方
ま
で
、
ス
ラ
イ
ド
や
操
作
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
。

第
一
部
か
ら
第
四
部
ま
で
、
計
六
時
間
に
及
ぶ
長

丁
場
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
聴
講
さ
れ
た
参
加
者
が
大
多

数
を
占
め
、
当
館
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
／
コ
ン
テ
ン
ツ
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
一
層
の
広
報
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
、
改
め
て
認
識
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

な
お
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
は
、
本
誌
三
月
号
に

掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
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第
五
四
九
号

(

二
〇
〇
六
年
一
二
月)

の

訂
正
と
お
詫
び

四
頁
の
冒
頭
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
所

在
地
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
瑞

草
区
に
あ
り
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

NDL news当館の最近の動き



JiBOOKSのサービス終了について

NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索・申込システム) 英語版では､ 海外など日

本語フォントや日本語入力機能を持たない PC 環境でも利用いただけるよう､ 独立行

政法人国立国語研究所が提供する ｢JiBOOKS｣ へのリンクを設け､ 利用者の方へ案

内してきました｡

この ｢JiBOOKS｣ の事業が平成19年３月をもって終了することになったため､ 当

館からのリンクも同時に削除することになりました｡ 今後のNDL-OPAC 英語版のご

利用には､ 日本語の表示・入力が可能なPC環境をご用意ください｡

｢JiBOOKS｣ を通じてNDL-OPAC を利用していた皆様にはご不便をおかけします

が､ よろしくお願いいたします｡

NACSIS-ILL 経由・総合目録ネットワーク経由の
複写・貸出しの申込中止について

現在､ 大学図書館､ 公共図書館等の当館資料の複写・貸出しサービスの利用は､

NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索・申込システム) のほか､ NACSIS-ILL経由､

総合目録ネットワーク経由でお申し込みいただいています｡ これらのお申込みは､ 当

館のNDL-ILLシステムで受付等を行っていますが､ 平成19年３月31日をもって､ NDL-

ILLシステムの運用を中止し､ 平成19年４月からは NDL-OPACでお申し込みいただ

くこととなりました｡

なお､ 最終受付日は以下のとおりです｡

NACSIS-ILL 経由の複写および貸出しのお申込み 平成19年３月31日

総合目録ネットワーク経由の貸出しのお申込み 平成19年３月30日

詳しくは､ 当館ホームページ ｢NACSIS-ILL経由・総合目録ネットワーク経由の複写・

貸出しの申込中止について｣ (http://www.ndl.go.jp/jp/library/library_ndlillnews.

html) をご覧下さい｡ また､ 不明な点は､ 関西館文献提供課複写貸出係までお問い合

わせください｡

複写に関するお問い合わせ 0774-98-1313 (直通)

利用者登録､ 貸出しに関するお問い合わせ 0774-98-1312 (直通)
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日｣ ｢発令主体｣ ｢分類｣ ｢法令 ID番号｣ からの検索が可能です｡ 不確かな情報から目

的の法令へ到達し易いように､ 採録した各法令に分類を付与したほか､ ｢法令名｣ ｢発

令主体｣ 等複数の項目を同時に検索する ｢キーワード検索｣ を設け､ また､ 表記の異

なるものをまとめて検索する辞書機能を搭載しています｡

改廃経過などは各々リンクしており､ その法令の系譜を簡単にたどることができます｡

法令を採録した資料が当館の提供する ｢近代デジタルライブラリー｣ に収載されて

いる場合は､ 各法令の索引情報からリンクして法令の本文が参照できます｡

検 索 例：明治になって様々な制度が変革されましたが､ 誰もが苗字を持つようになっ

たことも､ その１つです｡ 下の画像は検索画面の法令名フィールドに ｢平民｣ ｢名字｣

の２語を間にスペースを入れて検索したものです｡ この結果､ 明治３年９月19日太政

官布告で､ 平民に苗字が許されたことが分かります｡ 前述の辞書機能により ｢苗字｣

｢苗氏｣ ｢名字｣ のどれを法令名に含んでいても検索結果に表示されます｡ 右側の ｢法

令沿革｣ や ｢詳細｣ をクリックすると詳しい索引情報がご覧になれます｡

詳細な検索方法については､ データベースの ｢使い方｣ をご覧ください｡ ｢使い方｣

のほか ｢官制沿革表｣､ ｢ヨミガナ辞書｣ などの当索引の編さん作業の過程で作成した

ツールや､ ｢解説｣ をトップ画面からご利用いただけます｡ 所在の確認が容易ではない

明治前期の法令を探索していく手助けとして､ 広くご利用ください｡

(調査及び立法考査局議会官庁資料課)

お 知 ら せ

検索画面 (下) とリンクした ｢近代デジタルライブラリー｣ の画面 (右上)

�

�
��

法令名に下線がある場合､ そこ
をクリックすると ｢近代デジタ
ルライブラリー｣ の該当ページ
へリンクし､ その法令の本文を
参照できます｡
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｢日本法令索引 [明治前期編]｣ 当館ホームページで提供

平成19年１月22日から､ 当館ホームページで ｢日本法令索引 [明治前期編]｣ の提供

を開始いたします｡ 当館では､ 国立国会図書館法 (昭和23年法律第５号) 第８条に基

づき 『日本法令索引』 を作成し､ 法令の改廃経過や沿革系譜に関する情報等を提供し

ています｡ 平成16年からは､ 現行法令の索引と明治19年２月26日勅令第１号公文式以

降に制定・改廃された法令をデータベース化した ｢日本法令索引｣ をインターネット

により提供してきました｡

今回提供する ｢日本法令索引 [明治前期編]｣ は慶応３年10月14日の大政奉還から､

明治19年の公文式公布に至る期間に制定された中央の国家機関の ｢法令｣ を採録して

います｡ これによって､ すでに提供中の ｢日本法令索引｣ とあわせて利用することに

より､ 近代以降の日本の法令が時代を通して探せるようになります｡

採録内容： 『法令全書』 を中心に 『太政類典』 『法規分類大全』 ほか約70点の資料から､

約４万４千件の法令を採録しています｡ 採録した法令の情報は､ その法令自体に関す

る情報 (｢法令名｣ ｢発令年月日｣ ｢法令種別・番号｣ ｢出典｣ 等) と､ 改廃経過など他

の法令との関係性に関する情報との大きく２つに分け､ それぞれ詳細画面､ 沿革画面

に表示しています｡

機 能：この索引は ｢法令名｣ ｢法令の種別｣ ｢法令番号等｣ ｢出典資料｣ ｢発令年月

お 知 ら せ

｢日本法令索引 [明治前期編]｣ トップ画面 URL:http://dajokan.ndl.go.jp/

�
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○NDL-OPACでの検索方法

タイトルが分かっている場合で､ アルファベット以外の文字を使用する言語の時は､

ALA-LC方式 (注) でローマ字化したものを ｢タイトル｣ の項目に入力して検索しま

す｡

国名から検索する場合､ ｢書誌拡張検索｣ を利用します｡ まず､ 上部のチェックボッ

クスの ｢洋雑誌新聞｣ にチェックを入れます｡ ｢各種コード｣ のプルダウンメニューか

ら ｢発行形態｣ を選択し (図)､ その右にある ｢リストから選択｣ ボタンをクリックし

て ｢0203 新聞｣ を選びます｡ ｢各種コード｣ の ｢追加｣ ボタンをクリックして項目を

増やし､ 同様の手順で ｢国名｣ を選び､ ｢リストから選択｣ で検索したい国名を選んで

検索すると､ 当該国で発行された当館所蔵の新聞が､ 本文の言語に関わらずすべて表

示されます｡

言語から検索する場合､ 上記と同様の方法で､ ｢発行形態｣ を ｢0203 新聞｣ にし､

｢各種コード｣ の項目を増やして､ ｢本文の言語｣ から検索したい言語を選んで検索す

ると､ 当館所蔵の当該言語で書かれた新聞が､ 日本国内で発行されたものを含めてす

べて表示されます｡

(注) ALA-LC romanization tables (http://www.loc.gov/catdir/cpso/roman.html)

(関西館資料部アジア情報課 辻
つじ

佑
ゆ

果
か

)

これまで13回にわたり､ 関西館の特徴的所蔵資料である科学技術資料とアジア資料

について紹介してきました｡ 遠隔サービスもありますので､ 全国からの利用をお待ち

しております｡ また､ 質問なども関西館資料案内 (電話番号 0774-98-1341) またはア

ジア情報室 (0774-98-1390) までどしどしお寄せください｡

(図)

�
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キスタンの "Народнаягазета"､ ウズベキスタンの "Народноеслово" などが

あります｡ モンゴル語のものでは､ モンゴル人民革命党の機関紙 "Unen"､ 中国の内

蒙古自治区で発行されている 『内蒙古日報』 などを所蔵しています｡

○中東

イスラエルの "Ha'aretz" は､ イスラエルの日刊紙の中では最も歴史が古く､ 代表

的なヘブライ語の新聞です｡ 英字紙の代表的なものに "The International Jerusale

m Post" があります｡ イランの "Ittila'�t" は､ 現在イランで発行されている新聞では
最も古いペルシャ語新聞です｡ アジア情報室では､ 同紙を1941年から所蔵しています｡

英字紙の "Tehran times" は､ 国内ニュースとイスラムに関する記事が豊富です｡ ト

ルコ発行の新聞では､ トルコ語の大衆紙 "H�rriyet"､ 英語の "Turkish Daily News"

などを所蔵しています｡

○北アフリカ

エジプトのアラビア語新聞 "al-Ahr�m" は､ 政府関係のニュース報道が早く､ 国際

ニュースも充実しているため､ 中東や北アフリカにおける重要な新聞の一つです｡

"The Egyptian Gazette" は､ 1880年に創刊された英字紙です｡

紙媒体の新聞のほかに､ 当館閲覧室では､ 世界各国の新聞を収録した電子ジャーナ

ル "ProQuest" を提供しています｡ "ProQuest" 収録のアジア地域の英字紙について

は､ アジア情報室ホームページの ｢アジア情報室開架雑誌／新聞一覧｣ (http://www.

ndl.go.jp/jp/service/kansai/asia/openjournal/index.html) にリストを掲載してお

りますのでご利用ください｡ また､ 中国語新聞のデータベース ｢中国重要��全文数
据�｣ (CCND) および CD-ROM ｢人民日��文数据�｣ に関しては､ この連載の第
10回に掲載されています｡

それぞれの地域の新聞については､ 当課編集の 『アジア情報室通報』 第１巻４号

(2003年12月)､ 第２巻４号 (2004年12月)､ 第３巻４号 (2005年12月) でも紹介してい

ます｡

＜検索の方法＞

アジア情報室所蔵の新聞を検索するには､ 中国語､ 朝鮮語の新聞はアジア言語OPAC､

それ以外の言語で書かれた新聞は NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索・申込シス

テム) を使用します｡

アジア言語 OPACを使っての検索の方法は､ この連載の第10回および第11回に掲載

している通りです｡ なお､ 中国語､ 朝鮮語新聞の未製本のものはアジア言語 OPACで

所蔵を確認することができません｡ 最新の所蔵については､ 直接アジア情報室にお問

い合わせください｡
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＜諸地域関係新聞＞

中国､ 韓国・北朝鮮以外の地域については､ 約40紙のアジア諸言語で書かれた新聞

と､ 約40紙のアジア諸地域で発行されている欧文紙を継続して収集しています｡ なお､

本稿で紹介している中国語､ 朝鮮語以外のアジア諸言語で書かれた新聞のタイトルに

は､ ローマ字化したものを使用しています｡

○東南アジア諸国

フィリピン発行の新聞としては､ タガログ語の "Balita"､ フィリピンで最も古い新

聞 "Manila Bulletin" などを所蔵しています｡

インドネシアの新聞では､ カトリック系のインドネシア語新聞 "Kompas"､ プロテ

スタント系の夕刊紙 "Suara Pembaruan"､ 英字紙の "The Jakarta Post" などがあ

ります｡

マレーシアの新聞 "Utusan Malaysia" は､ マレーシア最大の政党である統一マレー

国民組織 (UMNO) の主張を反映していると言われています｡ マレーシア語以外では､

マレーシアを代表する英字紙 "New Straits Times" や､ 中国語の 『星洲日報』 など

を所蔵しています｡

シンガポール発行の新聞としては､ マレー語新聞 "Berita Harian" や ASEANの

報道に力を入れている "The Straits Times"､ 中国語の 『南洋・星洲�合早�』 など
があります｡

タイの英字紙 "Bangkok Post" は政治面や経済､ ビジネスニュースが充実してお

り､ 国際ニュースに強い新聞です｡ 同紙よりも進歩的とされる "The Nation" は､ 国

内､ 海外ニュースの両方に力を入れています｡ タイ語の新聞としては "Matichon" な

どがあり､ 同紙は政治関係のニュースや論評を多く掲載しています｡

また､ 東南アジアでは邦文紙も発行されており､ アジア情報室ではタイの 『バンコ

ク週報』､ フィリピンの 『まにら新聞』 を所蔵しています｡

○南アジア諸国

インドを代表する英字経済紙 "The Economic Times" や､ 南インドの代表的な英

字紙 "The Hindu"､ ヒンディー語の "Nav Bharat Times" などを所蔵しています｡

パキスタンの新聞には､ ウルドゥー語の有力紙 "The Daily Jang"､ 政府系英字紙

"The Pakistan Times"､ 非政府系の英字紙"Dawn"などがあります｡ バングラデシュ

の新聞では､ 政府系でイスラム原理主義の影響が強い "The Bangladesh Observer"､

民間によるベンガル語の "Dainika ittephaka" などを所蔵しています｡ スリランカの

代表的英字紙 "Daily News" や政府系シンハラ語新聞 "Dinamina" なども利用でき

ます｡ ネパールの "The Rising Nepal" は政府が発行していますが､ 中立的な立場か

らネパール在住､ 在外の外国人にネパールや世界の情報を伝えています｡

○中央アジア､ モンゴル

中央アジア発行の新聞には､ カザフスタンの "Казахстанскаяправда"､ タジ
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＜韓国・北朝鮮関係新聞＞

アジア情報室では､ 約120紙の朝鮮語新聞を所蔵しており､ そのうち36紙を継続して

収集しています｡ なお､ 本稿で紹介している朝鮮語新聞のタイトルは日本語訳です｡

○全国紙

韓国で最も歴史が長い 『朝鮮日報』 と 『東亜日報』 は､ 三・一独立運動の翌年の1920

年に創刊されました｡ 当館では､ 最近のものはもちろんのこと､ マイクロフィルムや

縮刷版の形態で日本の統治下の時期の紙面も一部利用することができます｡ そのほか､

現在両紙と並び三大紙と称される 『中央日報』､ 進歩的な論調といわれる 『ハンギョレ』

など全国紙８紙を継続して収集しています｡

○地方紙

『大田日報』 『江原日報』 『済州日報』 など各道や広域市レベルの地方紙があります｡

国外発行の朝鮮語新聞としては中国吉林省南部の延辺朝鮮族自治州で発行されている

『延辺日報』 などがあります｡

○北朝鮮発行の新聞

アジア情報室では､ 現在北朝鮮で発行されている新聞を４紙所蔵しています｡ 朝鮮

労働党中央委員会の機関紙である 『労働新聞』 は､ 党や政府の重要な発表が全文掲載

されるため､ 政策を知る上で重要な新聞です｡ また､ 政府機関紙の 『民主朝鮮』 には､

政務院総会 (日本の閣議に相当) での決定や法律の解説などの記事が掲載されること

があります｡ その他には､ 週刊の 『統一新報』 があります｡ 英字紙では､ 週刊の "The

Pyongyang Times" を所蔵しています｡

○専門紙等

専門紙は､ 『韓国経済』 『毎日経済』 などの経済紙や､ 韓国史上初のスポーツ紙 『日

刊スポーツ』 など､ 幅広い分野の新聞を所蔵しています｡ 日本国内発行の新聞には､

『民族時報』 『朝鮮新報』 があります｡

○欧文紙

韓国で発行されている英字紙では､ "The Korea Herald" "The Korea Times" を

所蔵しています｡

○複製版

朝鮮王朝末期から植民地時代までの新聞は､ 影印版やマイクロフィルムの形態のも

のを所蔵しています｡ 『漢城旬報』 は､ 1883年に韓国最初の新聞として創刊されました｡

ほぼ同時期の新聞として､ 『帝國新聞』 『京郷新聞』 などもあります｡ 植民地時代に発

行された新聞としては､ 朝鮮総督府系の 『毎日申報』 が代表的です｡
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同紙は､ 学術や文芸に関して独自の視点に立った記事を掲載しています｡ 当館では同

紙の索引の一部も所蔵しています｡

○地方紙

中国の各省や直轄市レベルで発行されている地方紙は､ 各地方１紙以上を収集して

います｡ 上海の 『文匯報』 は､ 政治分野だけでなく文芸､ 教育､ 体育､ 衛生など､ 多

方面の記事が充実しています｡ そのほか､ 日常生活の話題が豊富で北京市民に人気の

ある 『北京晩報』 『北京青年報』 や､ 広州で発行されている 『羊城晩�』 『南方都市報』
などの都市報も多数所蔵しています｡

○専門紙等

共産党や政府の経済､ 財政政策などを掲載している 『��日�』､ 新たに制定された
法令の宣伝などを目的とした 『法制日�』､ 文芸の全国的情報紙である 『文��』 など､
様々な分野の新聞を所蔵しています｡ また､ 中国人民解放軍の機関紙 『解放��』 の
縮刷版や､ 労働組合 (工会) の全国組織である中華全国総工会の機関紙 『工人日報』､

若者向けの 『中國青年報』 などもあります｡ 日本で発行されているものとしては､ 『留

学生新聞』 『中文導報』 などを所蔵しています｡

○台湾､ 香港

台湾や香港の代表的な新聞も収集しています｡ 台湾経済の動向､ 政府の経済や産業

の政策を知るのに欠かせない情報源である 『經濟日報』､ 台湾の２大新聞 『中國時報』

『聯合報』 など６紙が利用できます｡ 香港の新聞には､ 中国民主同盟の機関紙である

『文匯報』 (上海の 『文匯報』 とは同名異紙) や､ 中立系の 『明報』 など５紙があります｡

○欧文紙

中国で発行されている欧文紙として､ 大陸の "China Daily"のほか､ 香港の "South

China Morning Post"､ 台湾の"The China Post" などの英字紙を所蔵しています｡

○清末・民国時期の新聞

19世紀にさかのぼる新聞としては､ 香港で発行されていた 『循環日報』 『香港華字日

報』 などがあります｡ 後者は､ 1894年の新聞社の火災によってバックナンバーが焼失

してしまったこともあり､ 所蔵している機関は少なく､ 日本国内では当館のみが所蔵

しているものと思われます｡ また､ 上海で発行されていた 『申報』 は､ 近代中国の研

究に不可欠な資料です｡

1901年創刊の 『順天時報』､ 1906年に奉天で創刊された 『盛京時報』 など日本人経営

の新聞も所蔵しています｡

民国時期の新聞には､ 『益世報』 『華北日報』 『大公報』 『武漢日報』 などがあります｡

なお､ これらは原紙の傷みが著しいため､ マイクロフィルムまたは影印版での閲覧

となります｡
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第13回 (最終回) アジア資料―アジアの新聞―

【連載目次】

１. 科学技術資料－はじめに (538号)

２. 洋雑誌 (539号)

３. 国内博士論文 (540号)

４. 文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書 (541号)

５～９. 科学技術資料－海外博士論文ほか (542号) ～ (546号)

10. アジア資料－中国語資料 (547号)

11. アジア資料－朝鮮語資料 (548号)

12. アジア資料－諸地域資料 (549号)

13. アジア資料－アジアの新聞 (本号､ 最終回)

関西館の資料紹介の最終回は､ アジアの新聞を取り上げます｡ 新聞は現在の社会の

動きを伝え､ それを後世に残すこともできる重要な情報源です｡ アジア情報室には､

アジアの新聞に関する様々な問い合わせが寄せられており､ 新聞に対する関心の高さ

がうかがえます｡ アジア情報室ではアジア言語の新聞のほか､ アジア地域で発行され

た欧文紙・邦文紙を所蔵しています｡

アジア情報室所蔵の総タイトル数は約600紙､ そのうち約230紙を継続して収集して

います｡ アジアの約60の国や地域について現地語､ 欧文に関わらず各国１紙以上を所

蔵することを目標として収集を続けており､ 現在33か国の新聞を所蔵しています｡ 収

集の方法は､ 購入､ 寄贈､ 国際交換､ 納本の４種類があります｡

アジア情報室所蔵の新聞は､ 基本的に一定の開架期間が過ぎると保存のために製本

し書庫に納架します｡ また､ 原紙のほかにマイクロフィルムや影印本､ 縮刷版などの

形態のものも収集しています｡

＜中国関係新聞＞

中国では､ 全国紙､ 地方紙､ 分野・主題別の専門紙といった多様な種類の新聞が現

在約2,000紙発行されており､ その刊行頻度も日刊､ 隔日刊､ 週刊など様々です｡ アジ

ア情報室では現在約350紙の中国語新聞を所蔵しており､ そのうち約100紙を継続して

収集しています｡

○全国紙

全国紙では､ 『人民日報』 『光明日報』 などを所蔵しています｡ 『人民日報』 は中国共

産党中央委員会の機関紙であり､ 同党の政策､ 方針､ 路線を反映しています｡ 同紙の

海外版や月刊で発行される縮刷版､ 索引も所蔵しています｡ 『光明日報』 は､ 創刊時は

民主諸党派の連合機関紙でしたが､ 現在は中国共産党中央委員会の指導下にあります｡
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国際子ども図書館展示会
｢大空を見上げたら－太陽・月・星の本｣

関連イベントのお知らせ

国際子ども図書館では､ 平成19年２月10日 (土) から展示会 ｢大空を見上げたら－

太陽・月・星の本｣ を開催いたします｡ 古代から人間に身近な存在であった太陽・月・

星をテーマとする子どもの本を中心に､ 伝承､ 神話､ 文学から最新科学に至るまで､

宇宙服なども含めて約300点の資料を展示いたします｡

また､ 展示会期間中には､ 講演会等の関連イベントを行います｡ 内容が確定してい

るものは､ 次の通りです｡ これ以外についても､ 順次､ お知らせいたします｡

展示会､ イベントは､ いずれも入場無料です｡

講 演 会
日 時 ２月17日 (土) 14：00～

会 場 国際子ども図書館 ３階ホール

講 師 福江 純氏 (天文学者 大阪教育大学教授)

演 題 ｢神話から最新宇宙学まで｣

対 象 中学生以上 ＊定員100名

申 込 方 法 直接来館､ 往復はがき､ 電子メール ※事前申込制 (先着順)

問い合わせ先 国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課

〒110-0007 東京都台東区上野公園12-49 電話 (03) 3827-2053(代)

子どものための絵本と音楽の会 エリック・カール ｢うたがみえるきこえるよ｣
主 催 国立国会図書館国際子ども図書館・東京のオペラの森実行委員会

日 時 ３月11日(日) 11：00～､ 13:00～の２回 (各回20～30分)

会 場 国際子ども図書館 ３階ホール

出 演 者 漆原 啓子 (ヴァイオリン)

対 象 (11:00の回) ３歳～小学１年生､ およびその保護者､ 約100名

(13:00の回) 小学２年生～高校生､ およびその保護者､ 約100名

申 込 方 法 往復はがきに住所・氏名・年齢・電話番号・希望の回を明記の上､

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-105

神保町三井ビルディング17階東京のオペラの森実行委員会

｢うたがみえるきこえるよ｣ 係 ２月20日(火) 必着

問い合わせ先 東京のオペラの森実行委員会 電話 (03) 3296-0600

www.tokyo-opera-nomori.com

展示会のご案内

開 催 期 間 平成19年２月10日(土) ～９月９日(日)

休 館 日 月曜日､こどもの日を除く国民の祝日・休日､

資料整理休館日 (第三水曜日)

開 催 時 間 9:30～17:00 詳細は国際子ども図書館ホームページ

http://www.kodomo.go.jp/ をご覧ください｡
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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